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『
枕
草
子
』
に
お
け
る
漢
語
の
表
現

―
―
「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
の
章
段
を
中
心
に
―
―
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培
華

長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
二
月
二
十
五
日
、
藤
原
彰
子
（
九
八
八
〜
一
〇
七
四
）
は
、
新
た
な
中
宮
と
な
り
、
元
の
中
宮
定
子
（
九
七
七
〜
一
〇
〇
一
）
は
、
皇
后
に
代
わ
っ
た
。

同
年
十
二
月
十
六
日
、
皇
后
定
子
は
三
番
目
の
皇
女
を
出
産
の
後
、
ま
も
な
く
崩
御
し
た
。
わ
ず
か
二
十
五
歳
（『
日
本
紀
略
』）、
あ
る
い
は
二
十
四
歳
（『
権
記
』）
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
、
五
月
五
日
の
端
午
節
の
頃
、
皇
女
姫
宮
（
五
歳
）
の
脩
子
内
親
王
（
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
御
生
誕
）、
皇
子
若
宮
（
二
歳
）
の
敦
康
親
王
（
長
保
元
（
九
九
九
）

年
御
生
誕
）
の
た
め
、
菖
蒲
の
輿
、
薬
玉
な
ど
が
贈
ら
れ
た
も
の
の
中
に
、「
青
ざ
し
」
と
い
う
物
が
あ
り
、
清
少
納
言
は
そ
れ
を
取
っ
て
艶
な
る
蓋
に
載
せ
て
、
皇
后
定
子
に

献
上
し
た
。
懐
妊
三
ヶ
月
の
皇
后
定
子
は
、
清
少
納
言
の
心
意
を
受
け
取
っ
て
、
す
ば
や
く
一
首
の
和
歌
「
み
な
人
の
花
や
蝶
や
と
い
そ
ぐ
日
も
わ
が
心
を
ば
君
ぞ
知
り
け
る
」

と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
清
少
納
言
は
「
い
と
め
で
た
し
」
と
賛
美
し
た
。

該
当
す
る
章
段
の
年
次
は
明
確
で
、
重
要
な
章
段
と
認
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
幾
つ
か
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
清
少
納
言
が
取
っ
た
「
青
ざ
し
」
と
い
う
物
に
つ
い
て
は
、
上
代
か
ら
平
安
ま
で
の
作
品
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
た
め
、
い
ま
だ
に
定
説
を
見
ず
、『
食
物

知
新
』
に
関
わ
る
語
彙
と
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
適
切
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
清
少
納
言
は
「
青
ざ
し
」
を
硯
の
蓋
に
の
せ
て
、
皇
后
定
子
に
献
上
し
た
。
な
ぜ

清
少
納
言
は
「
青
ざ
し
」
を
定
子
に
奉
っ
た
の
か
。
い
っ
た
い
「
青
ざ
し
」
と
い
う
物
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
さ
ら
に
皇
后
定
子
は
「
青
ざ
し
」
を
受
け
て
、

す
ば
や
く
「
花
や
蝶
や
」
を
歌
に
読
み
込
ん
で
い
る
が
、
万
葉
か
ら
平
安
ま
で
「
蝶
」
を
和
歌
に
詠
む
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。
い
っ
た
い
皇
后
定
子
は
何
の
比
喩
を
念
頭
に

お
か
れ
て
い
る
の
か
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
二
点
を
中
心
と
し
て
、
漢
語
、
漢
文
学
の
影
響
を
軸
に
据
え
て
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
五
月
五
日　

端
午
節　

青
ざ
し　

花
や
蝶
や　

白
氏
文
集　

感
傷
詩
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は
じ
め
に

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
漢
文
学
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

指
摘
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
見
す
る
と
和
文
の
よ
う
な
表
現
で
あ
っ

て
も
漢
語
に
着
目
す
る
と
、
ま
だ
幾
つ
か
の
章
段
に
、
漢
文
学
と
の
関
係
が
見
え
て

く
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
の
章
段
は
、

そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

考
察
に
際
し
て
、
ま
ず
、
該
当
す
る
三
巻
本
と
能
因
本
の
本
文
を
取
り
上
げ
た
い
。

三
巻
本
の
本
文
は
、
陽
明
文
庫
蔵
『
枕
草
子
』
底
本
と
し
て
の
『
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
』
に
よ
り
、
能
因
本
の
本
文
は
、
学
習
院
大
学
蔵
『
枕
草
子
』
底
本
と
し
て

の
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
拠
る
。
傍
線
、
括
弧
な
ど
は
筆
者
が
施
し
た
（
1
）。

三
巻
本
「
二
二
三
段
」

三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
五
日
の
菖さ
う
ぶ蒲
の
輿こ
し
な
ど
持も

て
ま
ゐ
り
、
薬く
す
だ
ま玉

ま
ゐ
ら
せ
な
ど
す
。
若
き
人
々
、
御み
く
し
げ匣
殿ど
の

な
ど
薬
玉
し
て
、
姫ひ
め
み
や宮
、
若
宮
に

つ
け
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
い
と
を
か
し
き
薬
玉
ど
も
、
ほ
か
よ
り
ま
ゐ
ら

せ
た
る
に
、
青あ
を
ざ
し
と
い
ふ
物
を
、
持
て
来
た
る
を
、
青
き
薄う
す
や
う様
を
、
艶え
ん
な
る

硯す
ず
り
の
蓋ふ
た
に
敷
き
て
、「
こ
れ
籬ま
せ
ご越
し
に
候さ
ぶ
らふ
」
と
て
ま
ゐ
ら
せ
た
れ
ば
、

　

定
子　

み
な
人
の
花
や
蝶て
ふ
や
と
い
そ
ぐ
日
も
わ
が
心
を
ば
君
ぞ
知
り
け
る

こ
の
紙
の
端は
し
を
引
き
破や

ら
せ
た
ま
ひ
て
書
か
せ
た
ま
へ
る
、
い
と
め
で
た
し
。

 

（
三
五
八
頁
）

能
因
本
「
二
一
六
段
」

四
条
ノ
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
五
日
の
菖さ
う
ぶ蒲
の
輿こ
し
な
ど
持も

ち
て
ま
ゐ
り
、

薬く
す
だ
ま玉
ま
ゐ
ら
せ
な
ど
、
若
き
人
々
、
御み
く
し
げ匣
殿ど
の

な
ど
薬
玉
し
て
、
姫
宮
、
若
宮

に
つ
け
さ
せ
た
て
ま
つ
り
、
い
と
を
か
し
き
薬
玉
、
ほ
か
よ
り
も
ま
ゐ
ら
せ
た

る
に
、
青あ
を
ざ
し
と
い
ふ
物
を
、
人
の
持
て
来
た
る
と
、
青
き
薄う
す
や
う様
を
、
艶え
ん
な
る

硯す
ず
りの
蓋ふ
た
に
敷し

き
て
、「
こ
れ
籬ま
せ
ご越
し
に
候さ
ぶ
らへ
ば
」
と
て
、
ま
ゐ
ら
せ
た
れ
ば
、

　

定
子　

み
な
人
の
花
や
蝶て
ふ
や
と
い
そ
ぐ
日
も
わ
が
こ
こ
ろ
を
ば
君
ぞ
知
り
け
る

と
、
紙
の
端は
し
を
破や

り
て
書
か
せ
た
ま
へ
る
も
、
い
と
め
で
た
し
。

 

（
三
六
〇
頁
）

両
系
統
の
写
本
を
比
べ
て
み
る
と
、
右
の
翻
刻
に
は
、
若
干
違
う
表
記
が
見
え
る
。

例
え
ば
、三
巻
本
に
お
い
て
「
薬
玉
」
の
「
薬
」
は
漢
字
で
な
く
、「
く
す
」
で
あ
り
、

能
因
本
に
お
い
て
定
子
の
和
歌
に
は
、「
わ
が
こ
こ
ろ
」
の
「
こ
こ
ろ
」
は
仮
名
で

な
く
、
漢
字
「
心
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
巻
本
と
能
因
本
の
異
文
に
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、冒
頭
文
で
は
、三
巻
本
は
「
三
条
」
で
あ
り
、能
因
本
は
「
四
条
」
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
段
の
趣
旨
で
あ
る
、
一
条
天
皇
と
中
宮
定
子
の
皇
女
「
姫
宮
」（
脩
子

内
親
王
）
と
皇
子
「
若
宮
」（
敦
康
親
王
）
の
た
め
に
、
菖
蒲
、
薬
玉
な
ど
が
贈
ら

は
じ
め
に

一
．「
青
ざ
し
」
に
つ
い
て

　

一
．
一　

問
題
の
所
在

　

一
．
二　
「
青
ざ
し
」
の
実
態

　

一
．
三　
「
青
ざ
し
」
と
「
青
刺
」

　

一
．
四　

薬
草
と
し
て
の
青
刺
の
薊

二
．「
花
や
蝶
や
」
に
つ
い
て

　

二
．
一　

問
題
の
所
在

　

二
．
二　
「
花
や
蝶
や
」
の
先
行
の
解
釈

　

二
．
三　
「
花
や
蝶
や
」
と
和
漢
文
学
の
表
現

　

二
．
四　
「
萎
花
蝶
飛
去
」
の
寓
意

お
わ
り
に
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れ
た
場
面
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
一
致
し
て
い
る
。

三
巻
本
の
勘
物
（
２
）「
長
保
元
年
八
月
九
日
自
式
御
曹
司
移
生
昌
三
条
宅
、
二
年

五
月
」
に
よ
る
と
、本
段
冒
頭
の
「
五
日
」
は
、長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
五
月
で
あ
っ

た
。
ま
た
脩
子
内
親
王
が
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
十
二
月
十
六
日
に
誕
生
し
た
こ
と

と
（『
日
本
紀
略
』）、
敦
康
親
王
が
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
十
一
月
六
日
に
誕
生

し
た
こ
と
（『
日
本
紀
略
』）
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
本
段
の
年
次
は
勘
物
の
記
載

通
り
、
長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
五
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

こ
の
年
、
二
月
二
十
五
日
、
藤
原
彰
子
は
新
中
宮
と
な
り
、
元
中
宮
の
定
子
は
皇

后
に
代
わ
っ
た
（
3
）。
本
段
に
関
す
る
歴
史
的
背
景
は
、
当
時
の
皇
后
定
子
の
心
情

お
よ
び
『
枕
草
子
』
を
理
解
す
る
た
め
に
、
重
要
な
章
段
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
色
々
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
4
）。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
未
解
決
の
問
題
が
、
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え

ば
①
「
青
ざ
し
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
物
か
。
②
上
句
「
み
な
人
の
花
や
蝶て
ふ

や

と
い
そ
ぐ
日
も
」
に
あ
る
「
花
や
蝶
や
」
に
つ
い
て
は
、
皇
后
定
子
は
何
を
念
頭
に

置
い
た
も
の
か
、
等
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
②
皇
后
定
子
の
和
歌
の
下
句
「
わ
が
心
を
ば
君
ぞ
知
り
け

る
」
の
「
君
」
は
、
諸
説
が
あ
り
、
ま
た
加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抄
』
本
文

に
は
、「
天
」
と
見
え
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
氏
の
「
こ
の
歌
の
「
君
」

の
字
、
盤
斎
抄
に
は
「
天
」
と
あ
り
、
天
は
一
条
天
皇
を
さ
す
と
解
し
て
い
る
」（
川

瀬
一
馬
『
枕
草
子
』
下
講
談
社
・
二
〇
三
頁
）
解
説
に
従
う
。
さ
ら
に
「
君
」
と
し

て
も
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
解
釈
し
た
よ
う
に
、「
一
国
の
君
主
。
天
皇
。
天
子
。」

（
二
六
四
頁
）
と
考
え
、
定
子
が
自
分
の
心
情
を
理
解
し
て
く
れ
る
一
条
天
皇
に
対

し
て
、
感
謝
の
気
持
を
表
す
と
考
え
る
（
５
）
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
解
釈
で
も
揺
れ
て
い
る
よ
う
で
、
い
ま
だ

定
説
を
み
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、本
稿
で
は
、ま
ず
「
菖
蒲
」、「
薬
玉
」、「
輿
」、「
艶
」、

「
硯
」、「
蓋
」、「
蝶
」
な
ど
の
、
中
国
渡
来
の
五
月
五
日
の
端
午
節
の
風
物
に
関
わ

る
漢
語
か
ら
連
想
さ
れ
る
事
項
を
、
改
め
て
考
え
、
と
り
わ
け
「
青
ざ
し
」、「
花
や

蝶
や
」
の
表
現
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
清
少
納
言
と
中
宮
定
子
と
の
応
答
の

意
味
を
考
察
し
た
い
。

一
．「
青
ざ
し
」
に
つ
い
て

一
．
一　

問
題
の
所
在

「
青
ざ
し
」
は
、
平
安
時
代
で
は
、『
枕
草
子
』
に
し
か
見
え
ず
、
三
巻
本
写
本
に

は
（
陽
明
文
庫
本
）「
あ
を
さ
し
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
歴
代
の
翻
刻
を
纏
め
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　
「
あ
を
ざ
し
」 

加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抄
』（
延
宝
二
（
一
六
七
四
）

年
五
月
）

②　
「
青
刺
」 

北
村
季
吟
『
春
曙
抄
』（
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
七
月
）

③　
「
あ
を
さ
し
」 

武
藤
元
信
『
枕
草
紙
通
釈
』（
有
朋
堂
書
店
、
一
九
一
一
）

④　
「
あ
を
ざ
し
」 

金
子
元
臣
『
枕
草
子
評
釈
』（
明
治
書
院
、
一
九
二
一
〜

一
九
二
四
）

⑤　
「
青
ざ
し
」 

池
田
亀
鑑
『
全
講
枕
草
子
』（
至
文
堂
、
一
九
五
六
〜

一
九
五
七
）

⑥　
「
青
刺
」 

岸
上
慎
二
『
校
訂
三
巻
本
枕
草
子
』（
武
蔵
野
書
院
、

一
九
六
一
）

⑦　
「
青
ざ
し
」 

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
枕
草
子
』（
小
学
館
、
一
九
七
四
）

⑧　
「
青
稜
子
」 

萩
谷
朴
『
枕
草
子
』（
新
潮
社
、
一
九
七
七
）

⑨　
「
青
ざ
し
」 

石
田
穣
二
『
新
版
枕
草
子
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
）

⑩　
「
青
刺
」 

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
）

⑪　
「
あ
を
ざ
し
」 

萩
谷
朴
『
枕
草
子
解
環
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
一
〜

一
九
八
三
）

⑫　
「
初
熟
麦
」 
増
田
繁
夫
『
枕
草
子
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
七
）
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⑬　
「
青
ざ
し
」 

渡
辺
実
『
枕
草
子
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
）

⑭　
「
青
ざ
し
」 

津
島
知
明
・
中
島
和
歌
子
『
新
編
枕
草
子
』（
あ
う
ふ
う
、

二
〇
一
〇
）

こ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、「
あ
を
ざ
し
」（
①
③
④
⑪
）、「
青
刺
」（
②
⑥
⑩
）、「
青

ざ
し
」（
⑤
⑦
⑨
⑬
⑭
）
が
最
も
多
く
、他
に
「
青
稜
子
」（
⑧
）
と
「
初
熟
麦
」（
⑫
）

の
五
種
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
う
ち
、「
青
刺
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

こ
れ
は
漢
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
最
も
多
い
表
記
は
、「
青
ざ
し
」
で

あ
る
。

で
は
、
こ
の
「
青
ざ
し
」
は
、
ど
の
よ
う
な
物
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
諸
本
か
ら

代
表
的
な
解
釈
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

1
『
枕
草
子
』「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」（
前
掲
⑬
番
）

青
麦
を
つ
い
て
作
っ
た
菓
子

 

（
二
六
三
頁
）

2
『
枕
草
子
』「
日
本
古
典
文
学
全
集
」（
前
掲
⑦
番
）

青
麦
の
粉
で
作
っ
た
菓
子
、
と
い
う
。

 

（
三
五
八
頁
）

3
『
枕
草
子
』「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」（
前
掲
⑧
番
）

『
食
物
知
新
』
に
「
初
熟　ノ
麦
（
和
制
）
釈
名
青
稜
子
（
和
名
ア
ヲ
ザ
シ
）

取　ツ
テ二
初
熟　ノ
麦　ノ
青　キ
者　ヲ
一
舂つ
イ
テ
食く
ら
フ。
故　ニ
名　ヅ
ク。
気
味
鹹か
ら
ク
温　ニ
シ
テ
無　シ
一
毒
。
平た
ひ
ら
カ
ニ
シ

レ
胃　ヲ

益　ス
レ
気　ヲ
」
と
あ
る
。
当
時
皇
后
は
妊
娠
三
カ
月
、
悪つ
わ
り阻
の
劇
し
い
時
期
で
、

こ
の
よ
う
な
目
先
の
変
っ
た
、
胃
に
受
け
つ
け
や
す
い
食
物
を
献
じ
た
人

が
い
た
も
の
か
。」

 

（
一
三
五
頁
）

4
『
枕
草
子
』（
前
掲
⑫
番
）

青
麦
の
粉
製
の
細
長
い
形
の
菓
子
。「
初
熟
麦（
ザア

ヲシ
）」（
書
言
字
考
節
用
、

服
食
）。

 

（
一
八
三
頁
）

5
『
枕
草
子
』（
前
掲
⑭
番
）

青
麦
粉
製
の
唐
菓
子
。「
初ア

熟ヲ

麦ザ
シ
」（
書
言
字
考
節
用
集
）、「
胃
を
平
か
に

し
気
を
益
す
」（
食
物
知
新
）。

 

（
二
三
五
頁
）

1
と
2
は
、
い
ず
れ
も
「
青
麦
」
で
作
っ
た
「
菓
子
」
と
解
釈
し
、
3
に
は
、「
菓

子
」
と
明
記
は
さ
れ
な
い
が
、『
食
物
知
新
』
か
ら
、「
初
熟
麦
」
に
よ
る
「
青
麦
」

と
同
種
と
考
え
る
。
ま
た
4
は
、3
と
同
じ
「
初
熟
麦
」
と
記
し
、た
だ
『
食
物
知
新
』

で
は
な
く
、『
書
言
字
考
節
用
』
を
引
く
。
5
も
、
3
、4
と
同
じ
よ
う
に
、『
書
言

字
考
節
用
集
』
や
『
食
物
知
新
』
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
3
、4
、5
に
指
摘
さ
れ
た
『
書
言
字
考
節
用
集
』
と
『
食
物
知
新
』
と

い
う
辞
書
の
書
物
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
の
出
版
物
で
、
前
者
の
成
立
は
、
元
禄
一
一

（
一
六
九
八
）
年
、
後
者
は
、
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
平

安
時
代
の
も
の
を
考
え
る
際
に
、
同
列
と
し
て
扱
え
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
1
〜
5
ま
で
の
「
青
麦
」、「
初
熟
麦
」
を
採
る
説
は
、
次
に
示
す
通
り
、

江
戸
時
代
の
注
釈
に
見
え
る
。

6
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抄
』（
前
掲
①
番
）

【
あ
を
ざ
し
】
と
は
、
今
の
世
も
、
青
麦
の
芽
に
て
す
る
也
。
今
日
の
御
祝

儀
の
薬
玉
な
ど
に
取
そ
え
、
姫
宮
若
宮
を
祝
ひ
奉
り
て
、
捧
る
成
べ
し
（
6
）。

7　

北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
前
掲
②
番
）

青
麦
に
て
調
子
た
る
菓
子
な
り
（
7
）。

6
盤
斎
は
「
青
麦
の
芽
」、
7
季
吟
は
、「
青
麦
の
菓
子
」
と
す
る
。
6
、7
は
、
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い
ず
れ
も
「
青
麦
」
を
材
料
と
し
て
お
り
、
現
在
の
諸
注
に
引
き
継
が
れ
る
。

近
年
は
、「
青
ざ
し
」
が
、「
青
麦
で
作
っ
た
菓
子
」
と
断
定
さ
れ
た
観
も
あ
る
（
8
）

が
、
今
な
お
疑
問
も
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
田
畑
千
恵
子
（
田
畑
、

二
〇
〇
一
）
氏
は
、「
そ
の
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
（
9
）」
と
疑
義
を
呈
し
、
藤
本

宗
利
（
10
）（
藤
本
、
二
〇
〇
二
）
氏
や
山
田
利
博
（
山
田
、
二
〇
〇
三
）
氏
も
、
実

体
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
こ
と
（
11
）
を
問
題
と
し
て
い
る
よ
う
に
で
あ
る
。

こ
う
し
た
疑
問
は
、
今
も
閑
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
五
月
五
日
の
端
午
節
の
風
物
に
着
目
し
、
本
草
資
料
の
点
か

ら
、
一
つ
の
試
案
を
提
示
し
た
い
。

一
．
二　
「
青
ざ
し
」
の
実
態

ま
ず
、
従
来
の
説
に
あ
る
よ
う
に
、「
青
麦
」
で
作
っ
た
「
菓
子
」
は
、
五
月
五

日
に
あ
る
も
の
な
の
か
を
確
認
し
て
お
く
。
た
と
え
ば
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
で
は
、

あ
を
む
ぎ
【
青
麦
】

名　

ま
だ
熟
し
て
い
な
い
で
色
の
青
い
麦
（
む
ぎ
）。『
毛
吹
・
二
』
に
は
「
四

月
…
青
麦
」
と
あ
り
、
季
語
、
夏
。『
年
浪
草
』
に
は
「
今
式
に
曰
、
青
麦
は

三
月
な
り
」
と
あ
り
、
春
の
季
語
と
な
る
。「
な
は
手
を
下
り
て
青
麦
の
出
来

（
＝
季
語
、
春
）」〔
炭
俵
・
上
〕

と
、「
青
麦
」
を
「
三
月
」
と
「
四
月
」
の
物
と
す
る
。
当
時
の
暦
の
宣
明
暦
に
従

え
ば
、
長
保
二
年
五
月
五
日
（
辛
巳
）
は
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
〇
〇
〇
年
六
月
九
日
に

あ
た
り
、
ま
た
『
大
日
本
百
科
事
典
』
に
は
、「
青
麦　

あ
お
む
ぎ　

麦
青
む
と
も

い
う
。
寒
い
う
ち
に
芽
を
出
し
た
麦
は
、
春
暖
の
訪
れ
に
力
強
く
生
長
す
る
。」（
小

学
館
、
一
九
六
七
・
七
二
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
六
月
に
「
青
麦
」
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
本
章
段
の
五
月
五
日
に
は
、
青
麦
以
外
に
、
青
々
と
し
た
風
物
と
し
て
、

何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
認
の
た
め
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
数
箇
所
の
「
五
月
」

に
関
す
る
描
写
を
示
し
て
み
よ
う
。（
本
文
は『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』に
よ
る
）

①　

第
三
七
段
「
節
は
」

節
は
、
五
月
に
し
く
月
は
な
し
。
菖
蒲
、
蓬
な
ど
の
か
を
り
あ
ひ
た
る
、

い
み
じ
う
を
か
し
。

 

（
八
九
頁
）

②　

第
二
〇
七
段
「
五
月
ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
あ
り
く
」

五
月
ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
あ
り
く
、
い
と
を
か
し
。
草
葉
も
水
も
い
と

青
く
見
え
わ
た
り
た
る
に
、
上
は
つ
れ
な
く
て
、
草
生
ひ
し
げ
り
た
る
を
、

な
が
な
が
と
、
た
た
ざ
ま
に
い
け
ば
、
下
は
え
な
ら
ざ
り
け
る
水
の
、
深

く
は
あ
ら
ね
ど
、
人
な
ど
の
歩
む
に
、
走
り
あ
が
り
た
る
、
い
と
を
か
し
。

 

（
三
四
六
頁
）

③　

第
二
〇
九
段
「
五
月
四
日
の
夕
つ
方
」

五
月
四
日
の
夕
つ
方
、
青
き
草
お
ほ
く
、
い
と
う
る
は
し
く
切
り
て
、
左

右
に
な
ひ
て
、
赤
衣
着
た
る
男
の
行
く
こ
そ
、
を
か
し
け
れ
。

 

（
三
四
八
頁
）

①
は
、
五
月
の
節
会
を
最
上
と
し
、
菖
蒲
、
蓬
な
ど
の
香
に
深
い
興
趣
を
感
じ
と

言
い
、
②
は
、
五
月
頃
、
山
里
歩
き
の
興
を
述
べ
、
草
も
ま
ば
ら
な
山
の
上
方
と
、

草
が
盛
茂
す
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
、
水
辺
の
風
情
を
た
た
え
て
い
る
、
③
は
、
端
午

節
の
前
日
の
「
五
月
四
日
」
の
夕
方
に
、
赤
い
衣
を
着
た
五
位
の
官
人
達
が
、
青
き

草
を
束
ね
て
担
い
で
行
く
宮
廷
の
情
景
に
興
趣
を
感
じ
て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、「
青
き
草
」
を
諸
注
は
「
菖
蒲
」
と
解
釈
す
る
（
12
）
が
、

蓬
や
別
の
青
い
草
も
「
お
ほ
く
」
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
平
安
中
期
に
惟
宗
公
方
が
編
纂
し
た
『
本
朝
月
令
』
五
月
五
日
に
関
す

る
記
事
に
は
、
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菖
蒲
蓬
惣
盛
二
一
輿
一
（
13
）

と
、
菖
蒲
、
蓬
が
大
量
に
盛
ら
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、『
小
右
記
』「
治
安

三
年
」（
一
〇
二
三
）
五
月
四
日
の
条
で
は
、

東
宮
庁
進
菖
蒲
蓬
等
（
14
）

と
、
菖
蒲
、
蓬
等
と
他
に
も
進
上
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
章
段
で
も
、「
五
日
の
菖さ
う
ぶ蒲
の
輿こ
し

な
ど
持も

（
ち
）
て
ま
ゐ
り
」（「（　

）」

の
中
の
部
分
は
能
因
本
の
み
本
文
）
と
、「
な
ど
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
異

本
表
記
で
は
あ
る
が
、「
薬
玉
〔
ど
も
〕」（「〔　

〕」
の
中
の
部
分
は
三
巻
本
の
み
本
文
）

と
他
の
も
の
一
緒
に
進
上
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
せ
る
と
、「
青

ざ
し
」
の
正
体
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
五
月
五
日
の
菖
蒲
の
よ
う
に
雑
給
料
と

し
て
、
他
の
青
い
草
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
な
ぜ
清
少
納
言
が
「
菖
蒲
」
や
「
蓬
」
の
よ
う
な
青
い
草
の
「
青
ざ
し
」

を
取
っ
て
皇
后
定
子
に
献
上
す
る
の
か
、そ
の
目
的
を
考
え
た
結
果
、「
青
ざ
し
」
は
、

「
薬
草
」
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
薬
草
」
は
、
一
条
天
皇
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
五
月
五
日
ま
で
に
、
天
皇
の
身
辺

で
は
薬
草
を
採
る
風
習
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
薬
猟
は
、『
日
本
書
紀
』「
推
古
天
皇
十
九
年
五
月
」
の
記
事
の
初

出
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夏
五
月
五
日
、
薬
獵
之
、
集
二
于
羽
田
一
、
以
相
連
參
二
趣
於
朝
一
。

（
夏な
つ
五さ
つ
き月　

の
五
い
つ
か
の
ひ
日
に
、
薬
く
す
り
が
り
獵
し
て
、
羽は

た田
に
集つ
ど
ひ
て
、
相あ
ひ
つ
づ連
き
て
朝
み
か
どに
參ま
う

趣お
も
むく
（
15
））

こ
の
風
習
は
、
古
代
中
国
の
端
午
節
の
影
響
で
あ
っ
た
。「
夏
小
正
、
此
月
蓄
薬
、

蠲
除
毒
氣
」（『
初
學
記
』
巻
四
、
天
部
「
五
月
五
日
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
五
月
は

季
節
の
変
り
目
で
、
食
中
毒
な
ど
の
病
気
の
起
り
や
す
い
不
吉
な
月
な
の
で
、
薬
草

を
置
い
て
、
邪
気
を
払
う
と
い
う
風
習
が
あ
り
、
そ
れ
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

本
章
段
に
お
け
る
「
菖
蒲
」
や
「
薬
玉
」
も
、
五
月
五
日
の
風
物
と
考
え
ら
れ
、

薬
草
と
し
て
、邪
気
を
祓
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
荊
楚
歳
時
記
』

「
菖
蒲
」
に
は
、「
五
月
五
日
、（
之
を
沿
蘭
節
と
謂
ふ
）、
四
民
（
荊
楚
の
人
）
竝
び

に
百
草
を
踏
む
、又
百
草
を
闘
は
す
の
戯
あ
り
、艾
を
採
り
て
以
て
人
（
形
）
に
為
り
、

門
戸
の
上
に
懸
け
、
以
て
毒
気
を
禳
ひ
、（
菖
蒲
を
以
て
或
ひ
は
鏤
め
、
或
ひ
は
屑

と
し
、
以
て
酒
に
泛
ぶ
）。」（
守
屋
美
都
雄
『
校
註
荊
楚
歳
時
記
』
帝
国
書
院
、

一
二
三
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
シ
ョ
ウ
ブ
の
根
や
葉
を
切
っ
て
漬
け
た
酒
。
五

月
五
日
端
午
の
節
句
に
用
い
た
。
邪
気
を
払
い
、
万
病
を
治
す
と
い
わ
れ
た
。
し
ょ

う
ぶ
ざ
け
。」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
、
二
五
〇
頁
）
そ
の
薬
効
が
破
邪
気

の
風
物
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
荊
楚
歳
時
記
』
に
よ
る
と
、
五
月
五
日
に
は
、「
五
采
の
糸
を
以
て
臂
に

繋
け
（
纏
め
）、
名
づ
け
て
兵
（
及
び
鬼
）
を
辟
く
と
い
う
、
人
を
し
て
瘟
を
病
ま

ざ
ら
し
む
、」（
前
書
同
一
三
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
五
采
の
糸
」
は
、
ま

た
「
長
命
縷
」、「
続
命
縷
」、「
五
色
糸
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
、「
薬
玉
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
は
、『
内
裏
式
』「
五
月
五
日
観
馬
射
式
」
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
に
確

認
で
き
る
。

女
蔵
人
等
執
二
続
命
縷
一
。
薬此
間
謂玉
。

 

（『
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
一
儀
式
・
内
裏
式
』
精
興
社
、
三
五
〇
頁
）

さ
ら
に
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
で
は
、「
薬
玉
」
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
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五
月
五
日
の
節
日
に
、
破
邪
・
招
福
・
延
命
の
瑞
祥
と
す
る
菖
蒲
・
蓬
な
ど
の

時
節
の
薬
草
を
五
色
の
霊
糸
で
長
く
結
び
垂
ら
し
て
薬
玉
と
い
い
、
臂
に
か
け

た
り
、
御
帳
台
の
柱
に
吊
り
下
げ
た
り
し
て
安
寧
を
祈
っ
た
。
大
陸
の
端
午
の

続
命
縷
の
影
響
で
あ
り
、『
続
日
本
後
紀
』
仁
明
天
皇
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年

五
月
五
日
条
に
は
「
五
月
五
日
爾
薬
玉
乎
佩
天
飲
酒
人
波
、
命
長
久
福
在
止
奈

毛
聞
食
須
、
故
是
以
薬
玉
賜
比
、
御
酒
賜
波
久
止
宣
」
と
あ
る
。『
延
喜
式
』

に
は
、
続
命
縷
の
糸
は
中
務
省
の
蔵
司
、
菖
蒲
や
蓬
な
ど
は
左
右
近
衛
府
の
奉

任
と
さ
れ
、『
西
宮
記
』三
、五
月
に
は
糸
所
の
献
上
と
な
っ
て
、次
第
に
糸
花（
い

と
ば
な
）
に
よ
る
造
り
物
と
化
し
、
麝
香
・
沈
香
・
丁
子
な
ど
の
香
料
を
綿
や

練
絹
に
包
ん
で
加
え
、
花
や
か
な
燕
子
花
（
か
き
つ
ば
た
）
や
橘
を
交
え
た
造

花
に
、
五
綵
の
糸
を
垂
ら
し
た
匂
い
袋
と
な
っ
た
。
内
裏
で
は
、
五
月
五
日
に

糸
所
か
ら
献
上
さ
れ
た
薬
玉
を
昼
の
御
座
の
御
帳
に
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
ま

で
か
け
る
の
を
例
と
し
、
重
陽
か
ら
菊
花
と
茱
萸
（
ぐ
み
）
の
袋
に
替
え
る
こ

と
と
さ
れ
た
。

 

（
七
八
〇
頁
）

こ
の
よ
う
な
風
習
と
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
本
章
段
の
五
月
五
日
に
、
清
少
納

言
が
奉
っ
た
「
青
ざ
し
」
は
、
一
条
天
皇
か
ら
用
意
さ
れ
た
薬
草
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。

一
．
三　
「
青
ざ
し
」
と
「
青
刺
」

し
か
し
、「
青
ざ
し
」
も
、「
薬
草
」
な
ら
ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
を
、
本
草
の
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

当
時
の
日
本
人
が
享
受
し
て
い
た
中
国
の
本
草
書
に
は
、
最
も
古
い
『
神
農
本
草

経
』（
一
世
紀
頃
）
に
基
づ
い
て
、
陶
弘
景
（
四
五
六
〜
五
三
六
）
が
、『
神
農
本
草

経
集
注
』（
五
世
紀
末
）
が
編
纂
さ
れ
、
唐
の
蘇
敬
（
五
九
九
〜
六
七
四
）
が
そ
れ

を
増
補
し
た
勅
撰
の
『
新
修
本
草
』（
六
五
九
）
が
あ
っ
た
。
同
書
は
そ
の
後
、『
開

宝
本
草
』（
九
七
三
）、『
嘉
祐
本
草
』（
一
〇
六
一
）、『
大
観
本
草
』（
一
一
〇
八
）、『
政

和
本
草
』（
一
一
一
六
）、『
紹
興
本
草
』（
一
一
五
九
）
な
ど
に
受
け
つ
が
れ
、
宋
代

以
後
も
増
補
、
加
注
が
重
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
完
本
で
現
在
に
伝

え
ら
れ
る
の
は
、『
証
類
本
草
』
の
み
で
、
こ
の
点
を
、
真
柳
誠
氏
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

宋
代
に
な
る
と
印
刷
技
術
の
普
及
も
あ
り
、
政
府
が
続
々
と
医
薬
書
を
校
訂
・

刊
行
し
た
。
そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
『
新
修
本
草
』
に
増
補
・
加
注
し
た

九
七
三
年
刊
の
『
開
宝
本
草
』
で
、翌
年
に
は
『
神
農
本
草
経
』
の
文
を
白
字
で
、

そ
の
他
は
黒
字
に
す
る
な
ど
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
再
度
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
以

来
こ
の
書
式
が
踏
襲
さ
れ
、一
〇
六
一
年
の
『
嘉
祐
本
草
』、一
一
〇
八
年
の
『
大

観
本
草
』（
中
略
）、
一
一
一
六
年
の
『
政
和
本
草
』、
一
一
五
九
年
の
『
紹
興

本
草
』
の
よ
う
に
、
歴
代
宋
政
府
の
命
で
増
補
・
加
注
が
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
完
全
な
形
で
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
証
類
本
草
』

と
統
称
さ
れ
る
『
大
観
本
草
』『
政
和
本
草
』
の
二
系
統
で
、
各
々
は
影
印
本

と
し
て
現
在
も
復
刻
さ
れ
て
い
る
（
16
）。

こ
の
『
証
類
本
草
』
第
九
巻
、「
大
小
薊
根
」
に
、「
図
経
」
を
引
い
て
、「
青
刺
薊
」

の
記
述
が
見
え
る
。

図
経
：
小
薊
根
、
本
経
不
著
所
出
州
土
、
今
処
処
有
之
、
俗
名
青
刺
薊
、
苗
高

尺
餘
、
葉
多
刺
、
心
中
出
花
、
頭
如
紅
藍
花
而
青
紫
色
、
北
人
呼
為
千
鍼
草
（
17
）。

（
図
経
に
い
う
、
小
薊
の
根
、『
本
経
』（『
神
農
本
草
経
』）
で
は
所
出
の
州
土

が
記
さ
れ
な
い
が
、
今
も
多
く
の
所
で
見
ら
れ
る
。
俗
に
青
刺
の
薊
と
い
い
、

苗
の
高
さ
は
一
尺
余
り
、
葉
は
多
く
の
刺
（
と
げ
）
が
あ
り
、
真
中
か
ら
花
を

出
し
、
頭
は
紅
藍
の
花
の
如
く
、
青
紫
色
で
あ
り
、
北
方
の
人
は
千
鍼
草
と
呼

ん
で
い
る
。）
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「
図
経
」
は
、『
舊
唐
書
』「
志
第
二
十
七　

経
籍
下
」
に
、「
本
草
圖
經
七
卷
蘇
敬
撰

（
18
）」
と
『
新
唐
書
』「
志
第
四
十
九　

藝
文
三
」
に
「
本
草
圖
經
七
卷
（
蘇
敬
（
19
））」

と
あ
る
も
の
で
、
書
名
か
ら
推
し
て
、
唐
の
蘇
敬
（
五
九
九
〜
六
七
四
）
が
、
本
草

に
絵
を
加
え
た
注
釈
で
あ
ろ
う
。

『
新
唐
書
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
（
20
）。

本
草
二
十
巻

藥
圖
二
十
卷

圖
經
七
卷

顯
慶
四
年
、
英
國
公
李
勣
、
太
尉
長
孫
无
忌
、
兼
侍
中
辛
茂
將
、
太
子
賓

客
弘
文
館
學
士
許
敬
宗
、
禮
部
郎
中
兼
太
子
洗
馬
弘
文
館
大
學
士
孔
志
約
、

尚
藥
奉
御
許
孝
崇
胡
子
彖
蔣
季
璋
、
尚
藥
局
直
長
藺
復
珪
許
弘
直
、
侍
御

醫
巢
孝
儉
、
太
子
藥
藏
監
蔣
季
瑜
吳
嗣
宗
、
丞
蔣
義
方
、
太
醫
令
蔣
季
琬

許
弘
、
丞
蔣
茂
昌
、
太
常
丞
呂
才
賈
文
通
、
太
史
令
李
淳
風
、
潞
王
府
參

軍
吳
師
哲
、
禮
部
主
事
顏
仁
楚
、
右
監
門
府
長
史
蘇
敬
等
撰
（
21
）。

ま
た
、
藤
原
佐
世
（
八
四
七
〜
八
九
七
）
編
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
、『
新

修
本
草
廿
巻
』、『
本
草
圖
廿
七
「
巻
」』
が
見
え
る
が
（
22
）、
後
者
は
合
計
の
巻
数

か
ら
「
藥
圖
二
十
卷
」
と
「
圖
經
七
卷
」
を
含
む
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
俗
名
青
刺
薊
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
と
、「
図
経
」
作
者
の

蘇
敬
の
『
新
修
本
草
』
が
日
本
に
渡
来
し
て
お
り
、
蘇
敬
『
図
経
』
を
含
む
と
思
し

き
「
本
草
図
廿
七
巻
」
も
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、「
俗
名

青
刺
薊
」
と
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
。（
た
だ
し
、
唐
宋
代
の
技
術
で
、
し
か

も
伝
写
を
重
ね
た
上
で
の
図
が
ど
こ
ま
で
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
た
か
は
疑
問
で

は
あ
る
。）

ま
た
、『
延
喜
式
』
巻
一
八
式
部
上
に
、

凡
医
生　ハ
。
皆
読
二
蘇
敬
新
修
本
草
一
（
23
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
新
修
本
草
』
は
医
学
生
の
必
修
書
で
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
巻
三
七
典
薬
式
に
は
、

凡
応
レ
読
二
医
経
一
者
。
大
素
経
限
二
四
百
六
十
日
。
新
修
本
草　ハ
三
百
十
日
（
24
）。

と
あ
り
、『
新
修
本
草
』
を
一
年
以
内
に
修
得
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
も
い
た
。

「
青
刺
薊
」
と
い
う
表
現
は
、
今
の
と
こ
ろ
、「
図
経
」
に
引
く
俗
名
に
し
か
見
え

な
い
。
し
か
し
、
鄭
樵
（
一
一
〇
四
〜
一
一
六
三
）『
通
志
』
第
七
五
巻
昆
虫
草
木

記
略
第
一
に
も
「
有
一
種
小
薊
曰
猫
薊
曰
青
刺
薊
」
が
見
え
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た

本
草
書
の
伝
流
を
考
え
る
と
、「
青
刺
薊
」
の
説
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性

は
き
わ
め
て
高
い
。

一
．
四　

薬
草
と
し
て
の
青
刺
の
薊

「
薊
」
は
、『
新
修
本
草
』
佚
文
に
よ
る
と
、「
大
小
薊
」
に
は
、

大
小
薊
根　

葉
同　

味
甘
温　

主
養
精　

保
血
〔
中
略
〕
安
胎
〔
中
略
〕
令
人

肥
健　

五
月
采
（
25
）

（
大
小
薊
根
は
、
葉
も
同
じ
、
味
が
甘
く
温
に
し
て
、
主
に
精
を
養
ひ
、
血
を

保
つ
〔
中
略
〕
胎
を
安
じ
〔
中
略
〕
人
体
を
肥
健
な
ら
し
め
る
。
五
月
に
採
る
。）

と
あ
り
、
妊
婦
や
産
後
の
女
性
の
血
行
改
善
に
有
効
な
薬
草
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
青
刺
」
を
「
薊
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
清
少
納
言
が
、
皇
后
定
子
に

差
し
上
げ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

鄭
樵
『
通
志
』
巻
七
十
五
「
草
類
」
薊
に
も
、
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青
刺
薊
北
方
曰
千
針
草
以
其
莖
葉
多
刺
故
也
（
26
）（
青
刺
の
薊
、
北
の
方
は
千

針
草
と
い
う
は
、
そ
の
茎
と
葉
に
と
げ
刺
多
き
故
を
以
て
な
り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、「
薊
」
は
、
茎
、
葉
に
刺と
げ

の
多
い
こ
と
か
ら
「
青
刺
」
と
呼
ば
れ

た
る
が
、
日
本
で
も
、
食
用
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
源
順
（
九
一
一
〜

九
八
三
）の『
倭
名
類
聚
抄
』が
菜
蔬
部
園
菜
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

葪　

本
草
云
葪　

阿音計
和
名
佐
美　
　

味
甘
温　

令
人
肥
健　

陶
隠
居
曰　

大
小
葪　

葉
並
多
刺
（
27
）

と
あ
る
が
、（
掲
出
字
「
葪
」
は
（
28
）、「
薊
」
の
俗
字
で
あ
る
（
29
））。

薊
が
平
安
時
代
の
宮
廷
で
食
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、『
延
喜
式
』
巻

三
三
大
膳
式
下
仁
王
経
斎
会
供
養
料
に
、

葪
四
葉
好
物
料
（
30
）（
巻
33
大
膳
式
下
仁
王
経
斎
会
供
養
料
）

あ
る
い
は
、

葪ア
サ
ミ六
把
（
31
）（
巻
39
内
膳
式
供
奉
雑
菜
）

と
あ
り
、
一
日
六
把
（
束
）
が
供
さ
れ
た
と
あ
る
。

さ
ら
に
、『
延
喜
式
』
三
九
内
膳
式
の
五
月
五
日
漬
年
料
雑
菜
に
、

葪
二
石
四
斗
。
升料
塩
七
二
合　

芹
十
石
（
32
）。

と
五
月
五
日
に
、
年
間
の
料
と
し
て
、
二
石
四
斗
（
60
キ
ロ
）
供
さ
れ
た
。
薊
を

塩
漬
に
し
た
ら
し
い
。

ま
た
、『
倭
名
類
聚
抄
』
園
菜
で
扱
わ
れ
た
よ
う
に
、
薊
が
栽
培
さ
れ
た
こ
と
は
、

『
延
喜
式
』
巻
三
九
内
膳
式
に
も
見
え
、

営
葪
ア
サ
ミ一
段
。
種
子
三
石
五
斗
。
総
単
功
卌
四
人
。
耕
地
二
遍
。
把
犁
一
人
。
馭

牛
一
人
。
牛
一
頭
。
料
理
平
和
二
人
。
糞
百
廿
擔
。
運
功
廿
人
。
殖
功
二
人
。

芸
二
遍
。
第
一
遍
三
人
。
月二　

七
第
二
遍
三
人　

月七　

刈
功
四
人
。
擇
功
八
人
。

三
年　ニ
一
度
遷
殖
（
33
）。

と
、
一
段
の
畑
で
栽
培
が
営
ま
れ
て
い
た
。

図 1

前
掲
の
「
図
経
」
の
引
用
に
よ
る
と
、青
刺
の
薊
は
、小
薊
で
あ
っ
た
（
図
１
（
34
））。

ま
た
「
本
草
」
文
に
あ
る
通
り
、
大
、
小
薊
は
、
い
ず
れ
も
婦
人
の
胎
児
を
安
じ
た

点
か
ら
考
え
て
、
清
少
納
言
が
わ
ざ
わ
ざ
青
刺
の
薊
を
、
皇
后
定
子
に
献
上
し
た
理

由
は
、
五
月
五
日
当
時
の
皇
后
定
子
は
懐
妊
三
カ
月
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き

る
。し

か
し
、
中
宮
定
子
は
、
長
保
二
年
十
二
月
十
六
日
に
、
三
番
目
の
皇
女
の
媄
子

の
出
産
時
の
異
常
に
よ
り
、
媄
子
誕
生
後
ま
も
な
く
崩
御
さ
れ
た
（『
権
記
』、『
日

本
紀
略
』、『
扶
桑
紀
略
』）。

平
安
時
代
の
医
学
博
士
丹
波
康
頼
（
九
一
二
〜
九
九
五
）
の
『
医
心
方
』（
九
八
四
）

に
は
、
妊
娠
三
カ
月
の
婦
人
の
胎
児
の
形
成
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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懐
身
三
月
名
曰
二
始
胎
一
。
当
二
此
之
時
一
未
レ
有
二
定
義
一
。
見
レ
物
而
化
。
是
故

応
レ
見
〔
中
略
〕
僂
者

侏
儒
醜
悪
。（
懐
身
三
月
、
名
ヅ
ケ
テ
始
胎
と
曰
フ
、
此
時
ニ
当
リ
テ
、
未
ダ

定
義
ア
ラ
ズ
、
物
ヲ
見
テ
化
ス
、
是
ノ
故
ニ
応
ニ
見
に
べ
し
。〔
中
略
〕
僂
者
、

侏
儒
、
醜
悪
（
35
）。）

懐
妊
三
カ
月
目
は
、「
胎
児
」
を
始
め
て
な
す
「
始
胎
」
に
あ
た
る
。
く
り
返
し

に
な
る
が
、
皇
后
定
子
の
懐
妊
さ
れ
た
身
体
の
状
況
を
、
清
少
納
言
は
察
し
て
い
る

は
ず
で
、
そ
れ
故
に
清
少
納
言
は
、
一
条
天
皇
の
方
面
か
ら
送
っ
て
き
た
薬
草
と
し

て
の「
青
ざ
し
」を
取
っ
て
、す
な
わ
ち
漢
語
世
界
で
俗
名「
青
刺
」と
呼
ば
れ
た「
薊
」

を
、
皇
后
定
子
に
献
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
．「
花
や
蝶
や
」
に
つ
い
て

二
．
一　

問
題
の
所
在

懐
妊
中
の
定
子
は
、
清
少
納
言
の
奉
っ
た
「
青
ざ
し
」
を
受
け
と
る
と
、
次
の
返

歌
で
即
答
し
て
い
る
。（
本
文
は
前
引
用
文
に
よ
る
）

み
な
人
の
花
や
蝶て
ふ
や
と
い
そ
ぐ
日
も
わ
が
心
（
こ
こ
ろ
）
を
ば
君
ぞ
知
り
け
る

下
句
「
わ
が
心
を
ば
君
ぞ
知
り
け
る
」
に
は
、「
君
」
を
清
少
納
言
と
と
る
か
、

一
条
天
皇
と
と
る
か
に
お
い
て
、
清
少
納
言
と
見
る
説
が
優
勢
だ
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
盤
斎
の
校
正
本
文
に
は
「
天
」
と
あ
り
、「
天
皇
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
解
釈
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
君
」
と
は
、「
一
国
の

君
主
、
天
皇
。」
で
あ
り
、
さ
ら
に
清
少
納
言
が
奉
っ
た
「
青
刺
」
は
、
一
条
天
皇

か
ら
用
意
さ
れ
た
薬
草
と
み
る
と
、
こ
こ
で
は
「
君
」
は
一
条
天
皇
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
上
句
「
花
や
蝶
や
」
は
、
従
来
解
釈
が
必
ず
し
も
明
ら
か
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

「
蝶
よ
花
よ
」
と
い
う
言
葉
は
現
代
で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
花
や
蝶
や
」
は
、

今
で
は
使
わ
れ
ず
、
一
般
の
辞
書
に
立
項
さ
れ
て
も
い
な
い
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』

で
は
、「
蝶
よ
花
よ
」
を
「
子
を
ひ
と
と
お
り
で
な
く
い
つ
く
し
み
愛
す
る
さ
ま
を

い
う
」
と
説
明
し
、「
蝶
や
花
や
」
と
も
書
い
て
、「
は
な
や
ぎ
栄
え
る
さ
ま
」
と
い

う
意
味
を
表
す
と
あ
る
。
そ
し
て
最
も
古
い
例
と
し
て
、鎌
倉
時
代
の
慈
光
寺
本
『
承

久
記
』
で
、「
加
程
に
成
な
ん
に
落
行
た
り
と
も
、
蝶
や
花
や
と
栄
べ
き
か
」
を
挙

げ
て
い
る
。
ま
た
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
七
月
初
演
の
『
浄
瑠
璃
』
夏
祭
浪
花
鑑

第
四
の
「
手
代
が
恋
を
堀
出
し
た　

浮
牡
丹
の
箱
入
娘
」
に
も
、
次
の
よ
う
に
見
ら

れ
る
と
あ
る
。

乳
母
は
コ
レ
此
様
に
、皺し
は
も
白は
く
髪が

も
い
と
は
ず
。こ
な
た
の
背せ

長（
た
け
）の
延の
び
る
の
を
、

蝶て
う
よ
花は
な
よ
と　

フ
シ
楽た
の
し
み
て　

詞し

お
の
れ
や
が
て
聟さ
い
御ご

を
取　り
。
玉
の
様
な
子

を
産
し
て
（
36
）。

し
か
し
、「
蝶
や
花
や
」
や
「
蝶
よ
花
よ
」
と
「
花
や
蝶
や
」
の
表
現
は
同
じ
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
問
題
を
し
ぼ
っ
て
考
え
た
い
。

二
．
二　
「
花
や
蝶
や
」
の
先
行
の
解
釈

ま
ず
加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抄
』（
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
五
月
）
を

取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

花
や
て
ふ
や
と
は
、
姫
宮
若
宮
を
、
花
や
蝶
や
と
冊カ
シ
ヅ
キ
祝
ひ
奉
る
と
也
（
37
）。

介
添
え
の
女
房
達
が
、
端
午
節
の
た
め
、
子
供
達
（
姫
宮
、
若
宮
）
を
ち
や
ほ
や
大

切
に
扱
い
祝
う
様
子
と
い
う
。

二
ヶ
月
後
に
上
梓
さ
れ
た
北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
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年
七
月
）
で
は
、

み
な
人
は
薬
玉
を
し
て
、
花
蝶
と
色
々
細
工
を
急
ぐ
（
38
）。

と
「
花
や
蝶
や
」
を
、
端
午
節
の
薬
玉
を
飾
る
華
や
か
な
花
蝶
の
細
工
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
解
釈
は
、
前
述
の
「
蝶
や
花
や
」、「
蝶
よ
花
よ
」
の
説
明
に
類
似
す
る
と

い
え
よ
う
。

次
に
、
平
成
ま
で
の
諸
説
で
代
表
的
な
も
の
を
示
す
。

①　

池
田
亀
鑑
・
岸
上
慎
二
『
枕
草
子
』（
岩
波
書
店
）

す
べ
て
の
人
が
権
勢
に
赴
く
花
や
か
な
節
日
の
今
日
、
あ
な
た
だ
け
は
さ
び

し
い
私
の
心
を
知
っ
て
い
る
の
で
す
ね
（
39
）。

②　

渡
辺
実
『
枕
草
子
』（
岩
波
書
店
）

「
み
な
人
の
花
や
蝶
や
と
い
そ
ぐ
日
」
は
、
彰
子
方
の
隆
盛
へ
の
思
い
が
言

わ
せ
る
言
葉
で
あ
ろ
う
（
40
）。

③　

田
畑
千
恵
子
『
枕
草
子
大
事
典
』（
勉
誠
出
版
）

こ
の
段
の
構
成
が
、
定
子
の
歌
を
核
と
し
た
、
一
種
の
歌
語
り
と
も
言
う
べ

き
も
の
で
あ
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
詠
歌
の

背
景
は
、
歌
の
直
前
ま
で
に
語
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
上
の
句
の
「
み

な
人
の
花
や
蝶
や
と
い
そ
ぐ
」
は
、
若
い
女
房
た
ち
や
御
匣
殿
（
道
隆
四
女
、

定
子
の
妹
）
が
、
薬
玉
を
も
て
は
や
し
興
ず
る
華
や
い
だ
様
子
に
対
応
す
る
。

〔
中
略
〕
端
午
の
節
句
の
華
や
か
な
気
分
に
つ
つ
ま
れ
た
皇
后
の
里
第
、
諸

勢
力
か
ら
薬
玉
が
献
上
さ
れ
、
周
囲
に
は
大
勢
の
若
い
女
房
た
ち
が
伺
候
し

て
い
る
。
こ
の
段
が
描
く
の
は
、今
上
帝
の
第
一
皇
子
、皇
女
と
と
も
に
あ
る
、

后
の
誇
り
高
い
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
み
な
人
の
〜
」
の
歌
も
、
そ
う
し

た
文
脈
の
中
で
解
釈
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
（
41
）。

右
①
の
解
釈
を
、権
勢
あ
る
側
に
な
び
く
態
度
と
見
て
い
る
が
、②
と
③
で
は
、「
権

勢
」
の
対
象
は
異
な
る
。
②
は
「
彰
子
方
の
隆
盛
」
と
解
釈
さ
れ
、
③
は
「
華
や
か

な
気
分
に
つ
つ
ま
れ
た
皇
后
の
里
第
」、
つ
ま
り
「
皇
后
定
子
」
方
を
指
す
。

こ
の
よ
う
に
、
解
釈
は
、
ま
だ
揺
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
花
や
蝶
や
」
の
表
現
を
掘
り
下
げ
て
、「
花
や
蝶
や
」
の

表
現
に
は
、
定
子
の
念
頭
に
何
か
寓
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
な
ど
の
問
題
を
考

え
る
こ
と
に
よ
り
、
定
子
の
歌
の
上
句
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

二
．
三　
「
花
や
蝶
や
」
と
和
漢
文
学
の
表
現

「
花
」
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
が
、「
蝶
」
を

詠
む
歌
は
少
な
い
。
古
代
日
本
人
は
「
蝶
」
を
あ
ま
り
好
ま
な
か
っ
た
ら
し
い
。
た

と
え
ば
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
蝶
」
が
見
え
ず
、『
万
葉
集
』
に
は
、

「
蝶
」
が
二
箇
所
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
、「
序
」
で
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①　
『
万
葉
集
』
第
五
巻
「
八
一
四
」
番

梅
花
歌
卅
二
首　

并
序　

天
平
二
年
正
月
十
三
日

庭
舞
二
新
蝶
一　

空
帰
二
故
鴈
一　

 

庭
に
新し
ん
て
ふ蝶
舞
ひ　

空
に
故こ
　
が
ん雁
帰
る
（
42
）

②　
『
万
葉
集
』
第
十
七
巻
「
三
九
六
六
」
番

二
月
二
十
九
日
、
大
伴
宿
祢
家
持

紅
桃
灼
　々

戯
蝶
廻
レ
花
儛　

 

紅こ
う
た
う
し
や
く
し
や
く

桃
灼
　々

戲ぎ

蝶て
ふ
は
花は
な
を
廻め
ぐ
り
て
儛ま

ひ

翠
柳
依
　々

嬌
鸎
隠
レ
葉
歌　

 

翠す
い
り
う
い
い

柳
依
　々

嬌け
う

鶯あ
う

は
葉は

に
隠か
く

れ
て
歌
ふ
（
43
）

①
は
、
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
、
太
宰
帥
大
伴
旅
人
が
、
宴
席
で
の
「
梅
花
」
歌

群
に
、
賦
し
た
序
に
使
わ
れ
た
も
の
。
庭
に
は
生
れ
た
ば
か
り
の
蝶
が
舞
い
、
空
に
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は
昨
年
の
秋
に
来
た
雁
が
北
に
返
っ
て
行
く
と
い
う
初
春
の
風
景
を
詠
む
。「
新
蝶
」、

「
蝶
舞
」、「
舞
蝶
」
等
は
、い
ず
れ
も
唐
詩
に
頻
出
す
る
も
の
で
、例
え
ば
、李
賀
「
悩

公
」
に
「
晩
樹
迷
新
蝶
」
が
あ
り
、李
商
隠
「
即
日
」
に
も
「
舞
蝶
不
空
飛
」
が
（
44
）、

ま
た
李
嶠
「
春
日
侍
宴
幸
芙
蓉
園
応
制
」
に
、「
飛
花
随
蝶
舞
」
が
見
ら
れ
る
（
45
）。

②
「
戯
蝶
」
や
「
蝶
戯
」
は
、
例
え
ば
、『
初
学
記
』
二
十
八
果
木
部
「
李
」
に

唐
太
宗
皇
帝
の
詩
、「
蝶
戯
脆
花
心
」
が
あ
り
、『
芸
文
類
聚
』
五
十
職
官
部
「
刺
史
」

に
、梁
元
帝
「
戯
蝶
時
飄
粉
」
が
あ
る
な
ど
唐
代
類
書
に
引
か
れ
る
語
句
で
あ
る
（
46
）。

『
万
葉
集
』
の
用
例
は
、い
ず
れ
も
「
序
文
」
に
現
れ
る
も
の
で
、歌
語
で
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
歌
語
と
し
て
の
「
蝶
」
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

『
万
葉
集
』
以
降
も
、『
枕
草
子
』
以
前
の
勅
撰
集
、
私
撰
集
、
私
家
集
で
、「
蝶
」

を
詠
ま
れ
た
歌
は
少
な
い
が
、『
古
今
和
歌
集
』
と
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
各
一
首
、『
古

今
和
歌
六
帖
』
に
は
二
首
ほ
ど
、「
蝶て
ふ

」
を
物
名
題
と
し
て
詠
ん
だ
も
の
が
あ
る
。

（
1
）『
古
今
和
歌
集
』「
巻
第
十
」「
物
名
」「
く
た
に
」﹇
四
三
五
﹈
番

 

（
僧
正
遍
昭
）

散ち

ぬ
れ
ば
後の
ち

は
芥あ
く
たに
な
る
花
を
思
（
お
も
ひ
）し
ら
ず
も
ま
ど
ふ
て
ふ
哉
（
か
な
）（
47
）

（
2
）『
拾
遺
和
歌
集
』「
巻
第
七
」「
物
名
」「
あ
さ
が
ほ
」﹇
三
六
四
﹈
番

 

（
作
者
不
明
）

我わ

が
宿や
ど

の
花
の
葉
に
の
み
寝ぬ

る
蝶て
ふ

の
い
か
な
る
あ
さ
か
ほ
か
よ
り
は
来く

る
（
48
）

（
3
）『
古
今
和
歌
六
帖
』「
第
六
」「
て
ふ
」﹇
四
〇
二
二
﹈
番 

（
作
者
不
明
）

お
ほ
え
て
ら
こ
れ
は
た
れ
ぞ
も
世
の
中
に
あ
だ
な
る
て
ふ
に
み
ゆ
る
花

か
は
（
49
）

（
4
）『
古
今
和
歌
六
帖
』「
第
六
」「
て
ふ
」﹇
四
〇
二
三
﹈
番 

（
作
者
不
明
）

い
へ
ば
え
に
い
は
ね
ば
さ
ら
に
あ
や
し
く
も
か
げ
な
る
い
ろ
の
て
ふ
に

も
有
る
か
な
（
50
）

右
（
1
）
の
「
て
ふ
」
は
、
異
本
に
「
と
い
ふ
」
と
も
示
さ
れ
、「
夢
中
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
」
の
説
も
あ
る
（
51
）
が
、「
て
ふ
」
は
、「
蝶
」
と
す
る
と
、
美
し
い

花
が
散
り
し
お
れ
て
ゴ
ミ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
心
を
乱
す
と
言
う
。（
2
）
の
「
て

ふ
」
は
、
い
つ
も
は
我
が
家
の
花
の
葉
に
ば
か
り
寝
る
が
、
今
朝
は
い
っ
た
い
ど
う

し
て
ほ
か
の
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た
。（
3
）
と
（
4
）
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』

第
六
帖
「
虫
」
の
「
む
し
、
せ
み
、
夏
む
し
、
き
り
ぎ
り
す
、
ま
つ
む
し
、
す
ず
む
し
、

ひ
く
ら
し
、ほ
た
る
、は
た
を
り
め
、く
も
、て
ふ
」
の
「
て
ふ
」
の
二
首
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
作
者
が
分
か
ら
ず
、
不
明
な
点
多
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、（
3
）
と
（
4
）

及
び
（
1
）
と
（
2
）
の
四
首
に
お
け
る
「
蝶
」
の
詠
み
込
ま
れ
方
は
、
本
章
段
に

お
け
る
定
子
が
詠
ま
れ
た
「
花
や
蝶
や
」
と
異
な
る
使
わ
れ
方
で
あ
る
こ
と
は
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
漢
語
と
し
て
の
「
花
蝶
」
は
、
奈
良
か
ら
平
安
ま
で
の
漢
詩
文
で
は
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
前
に
述
べ
た
作
品
以
後
の
表
現

を
、
代
表
的
な
漢
詩
文
集
か
ら
追
っ
て
み
よ
う
。

Ａ
『
懐
風
藻
』

1　

紀
朝
臣
麻
呂
（
七
〇
五
没
）「
春
日
」

階
梅
闘
素
蝶　

塘
柳
掃
芳
塵
（
52
）

2　

犬
上
王
（
七
〇
九
没
）「
遊
覧
山
水
」

吹
台
哢
鶯
始　

桂
庭
舞
蝶
新
（
53
）

3　

紀
朝
臣
古
麻
呂
（
生
没
年
未
詳
）「
望
雪
」

柳
絮
未
飛
蝶
先
舞　

梅
芳
猶
遅
花
早
臨
（
54
）
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Ｂ
『
凌
雲
集
』

4　

嵯
峨
天
皇
（
七
八
六
〜
八
四
二
）「
神
泉
苑
花
宴
賦　

落
花
篇
」

紅
英
落
処
鶯
乱
鳴　

紫
蕚
散
時
蝶
群
驚
（
55
）

5　

小
野
岑
守
（
七
七
八
〜
八
三
〇
）「
雑
言
於
神
泉
苑
待
讌
賦
落
花
篇
応
製
」

遊
蝶
息
尋
葉
初
見　

群
蜂
罷
醸
草
纔
生
（
56
）

6　

小
野
岑
守
（
七
七
八
〜
八
三
〇
）「
雑
言
奉
和
聖
製
春
女
怨
」

林
暮
帰
禽
簷
□
□　

園
曛
遊
蝶
抱
花
眠
（
57
）

Ｃ
『
文
華
秀
麗
集
』

7　

嵯
峨
天
皇
（
七
八
六
〜
八
四
二
）「
舞
蝶
」

数
群
胡
蝶
飛
乱
空　

雑
色
紛
紛
花
樹
中
（
58
）

8　

桑
原
腹
赤
（
七
八
九
〜
八
二
五
）「
和
野
内
史
留
後
看
殿
前
梅
之
作
」

待
蝶
香
猶
富　

蔵
鶯
影
未
寛
（
59
）

9　

巨
勢
識
人
（
生
没
年
未
詳
）「
神
泉
苑
九
日
落
葉
篇
応
製
」

繞
叢
宛
似
荘
周
蝶　

度
浦
遥
疑
郭
泰
舟
（
60
）

Ｄ
『
経
国
集
』

10　

嵯
峨
天
皇
（
七
八
六
〜
八
四
二
）「
春
江
賦
」

花
飛
江
岸　

草
長
河
畔　

蝶
態
紛
紜　

鶯
声
撩
乱
（
61
）

11　

石
上
宅
嗣
（
七
二
九
〜
七
八
一
）「
七
言
三
月
三
日
於
西
大
寺
侍
宴
応
詔

一
首
」

青
糸
柳
陌
鶯
歌
足　

紅
蘂
桃
渓
蝶
舞
新
（
62
）

12　

菅
原
清
公
（
七
七
〇
〜
八
四
二
）「
五
言
奉
和
春
日
作
一
首
」

樹
暖
鶯
能
語　

藂
芳
蝶
自
奢
（
63
）

13　

滋
野
貞
主
（
七
八
五
〜
八
五
二
）「
雑
言
臨
春
風
効
沈
約
体
応
制
」

黄
鶯
雑
沓
誰
求
媒　

素
蝶
翩
翻
不
倦
廻
（
64
）

14　

桑
原
腹
赤
（
七
八
九
〜
八
二
五
）「
雑
言
奉
和
清
涼
殿
画
壁
山
水
歌
一
首
」

蜂
蝶
紛
飛
寧
換
藂　

煙
霞
澹
蕩
不
復
空
（
65
）

Ｅ
『
性
霊
集
』

15　

空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）「
為
酒
人
内
公
主
遺
言
」

既
知
夢
蝶
之
非
我　

還
驚
谷
神
之
忽
休
（
66
）

16　

空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）「
九
想
詩
十
首
」「
璅
骨
猶
連
相
第
六
」

畏
影
不
知
陰　

如
蝶
居
世
雲
（
67
）

Ｆ
『
本
朝
麗
藻
』

17　

藤
原
公
任
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）「
暮
春
〔
中
略
〕
賦
度
水
落
花
舞
応
製
」

双
行
蝶
導
流
心
動　

送
曲
風
来
浮
艶
軽
（
68
）

18　

藤
原
斉
信
（
九
六
七
〜
一
〇
三
五
）「
暮
春
〔
中
略
〕
賦
度
水
落
花
舞
応
製
」

鶴
遊
蝶
戯
応
同
意　

率
舞
皆
知
治
世
声
（
69
）

Ｇ
『
本
朝
無
題
詩
』

19　

藤
原
敦
基
（
一
〇
四
六
〜
一
一
〇
六
）「
賦
瞿
麦
」

褰
簾
倩
見
遊
蜂
戯　

移
榻
豈
饒
舞
蝶
忙
（
70
）
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20　

惟
宗
孝
言
（
生
没
年
未
詳
）「
春
夜
述
懐
」

偏
感
荘
周
夢
作
蝶　

暫
交
翹
楚
暁
聞
鶏
（
71
）

21　

藤
原
忠
通
（
一
〇
九
七
〜
一
一
六
四
）「
秋
三
首
」

日
高
蝶
臥
老
甚
哉　

紙
隔
松
門
牖
未
開
（
72
）

22　

藤
原
通
憲
（
一
一
五
九
没
）「
秋
日
即
事
」

空
疲
鑽
仰
聚
畿
業　

未
識
是
非
夢
蝶
心
（
73
）

Ｈ
『
菅
家
文
草
』

23　

菅
原
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）「
残
菊
詩
」

蝶
栖
猶
得
夜　

蜂
採
不
知
秋
（
74
）

Ｉ
『
菅
家
後
集
』

24　

菅
原
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）「
辨
地
震
」

至
若
栩
蝶
飛
説　

関
素
道
之
玄
宗
（
75
）

Ｊ
『
都
氏
文
集
』

25　

都
良
香
（
八
三
四
〜
八
七
九
）「
決
群
忌
」

蝶
迎
軍
騎　

定
為
何
徴
（
76
）

Ｋ
『
田
氏
家
集
』

26　

島
田
忠
臣
（
八
二
八
〜
八
九
二
）「
五
言
禁
中
瞿
麦
花
詩
三
十
韻
」

当
時
駈
蝶
子　

毎
日
引
蜂
玉
（
77
）

27　

島
田
忠
臣
（
八
二
八
〜
八
九
二
）「
七
言
就
花
枝
応
製
一
首
」

非
暖
非
寒
陪
月
砌　

如
蜂
如
蝶
就
花
枝
（
78
）

28　

島
田
忠
臣
（
八
二
八
〜
八
九
二
）「
菊
花
」

醸
蜜
蜂
休
投
葉
底　

尋
香
蝶
断
上
花
脣
（
79
）

Ｌ
『
本
朝
文
粋
』

29　

兼
明
親
王
（
九
一
四
〜
九
八
七
）「
兎
裘
賦
」

夢
蝶
之
翁　

任
是
非
於
春
叢　

冥
冥
之
理　

無
適
無
莫
（
80
）

30　

源
順
（
九
一
一
〜
九
八
三
）「
後
三
月
〔
中
略
〕
賦
今
年
又
有
春
各
分
一

字
応
教
」

帰
谿
歌
鶯　

更
逗
留
於
孤
雲
之
路　

辭
林
舞
蝶　

還
翩
翻
於
一
月
之
花
（
81
）

31　

大
江
朝
綱
（
八
八
六
〜
九
五
八
）「
暮
春
同
賦
落
花
乱
舞
衣
各
分
一
字
応

太
上
皇
製
」

於
是
遠
尋
姑
射
之
岫　

誰
伝
鶯
歌　

亦
問
無
何
之
郷　

不
奏
蝶
舞
（
82
）

Ｍ
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上　
「
閏
三
月
」

32　

帰
谿
歌
鶯　

更
逗
留
於
孤
雲
之
路　

辭
林
舞
蝶　

還
翩
翻
於
一
月
之
花
（
83
）

右
Ａ
〜
Ｍ
ま
で
の
1
〜
32
箇
所
に
わ
た
る
「
蝶
」
に
関
す
る
表
現
の
、
Ｇ
19
〜

22
ま
で
の
作
者
の
時
代
は『
枕
草
子
』成
立
の
以
後
で
あ
り
、参
考
の
た
め
に
掲
げ
た
。

ま
た
Ｆ
17
と
18
の
藤
原
公
任
と
藤
原
斎
信
の
詩
句
は
、
清
少
納
言
と
同
時
代
人
の
作

で
あ
る
が
、
寛
弘
三
（
一
〇
〇
六
）
年
三
月
四
日
に
藤
原
道
長
よ
り
宮
廷
で
行
っ
た

詩
会
（
84
）
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
も
『
枕
草
子
』
の
後
の
詩
作

で
あ
る
。

右
の
ゴ
シ
ッ
ク
字
を
付
け
た
よ
う
に
、
漢
詩
賦
に
お
け
る
「
花
」
と
「
蝶
」
に
関

わ
る
描
写
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
Ａ
の
3
、
Ｂ
の
6
、
Ｃ
の
7
、
Ｄ
の
11
、
Ｋ

の
27
、
28
、
Ｌ
の
30
、
Ｍ
の
32
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
詩
語
と
し
て
の
「
花
蝶
」
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は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、前
述
し
た
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
序
文
に
表
し
た
「
舞
蝶
」、

「
飛
蝶
」、「
戯
蝶
」、等
の
表
現
も
見
え
る
よ
う
に
、こ
れ
ら
の
蝶
に
関
す
る
表
現
に
も
、

中
国
の
漢
詩
文
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｃ
の
9
な
ど
の
夢
に
関
す
る
蝶
は
、

『
荘
子
』
内
篇
「
斎
物
論
」
に
よ
る
夢
の
蝶
（
85
）
と
関
係
が
あ
る
が
、
詩
語
と
し
て

使
わ
れ
る
方
法
は
、
白
楽
天
の
詩
作
に
、
幾
つ
か
の
場
面
で
援
用
さ
れ
て
い
る
。
一

例
を
示
し
て
み
る
と
、『
白
氏
文
集
』
巻
二
八
「
疑
夢
二
首
」
の
う
ち
、「
蝶
花
莊
生

詎
可
知
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
六
六
頁
）
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
詩
語
と
し
て
の
「
花
蝶
」
は
、
現
存
の
日
本
漢
詩
文
の
中
に
は
見

え
な
い
。
で
は
、中
国
の
詩
集
に
お
け
る「
花
蝶
」は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

全
唐
詩
に
お
け
る
「
花
蝶
」
の
用
例
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
ア
）〔
唐
〕
楊　

續
「
安
德
山
池
宴
集
」

花
蝶
辭
風
影　

蘋
藻
含
春
流
（
86
）

（
イ
）〔
唐
〕
上
官
儀
「
早
春
桂
林
殿
應
詔
」

花
蝶
來
未
已　

山
光
暖
將
夕
（
87
）

（
ウ
）〔
唐
〕
董
思
恭
「
詠
風
」

花
蝶
自
飄
舞　

蘭
蕙
生
光
輝
（
88
）

（
エ
）〔
唐
〕
白
居
易
「
歩
東
坡
」

新
葉
鳥
下
來　

萎
花
蝶
飛
去
（
89
）

（
オ
）〔
唐
〕
万
俟
造
「
龍
池
春
草
」

遲
引
縈
花
蝶　

偏
宜
拾
翠
人
（
90
）

（
カ
）〔
唐
〕
李
弘
茂
「
詠
雪
」

甜
於
泉
水
茶
須
信　

狂
似
楊
花
蝶
未
知
（
91
）

（
キ
）〔
唐
〕
清　

江
「
春
遊
司
直
城
西
鸕
」

春
深
花
蝶
夢　

曉
隔
柳
煙
鞞
（
92
）

右
の
よ
う
に
、（
ア
）〜（
キ
）
ま
で
七
箇
所
の
「
花
蝶
」
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
の
内
、

（
エ
）
白
居
易
（
白
楽
天
）
の
作
品
は
、『
枕
草
子
』
の
本
章
段
に
お
け
る
「
花
や
蝶
や
」

の
典
拠
と
し
て
、
最
も
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
詩
作
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
で
も
、
永
観
二
（
九
八
四
）
年
成
立

の
源
為
憲
『
三
宝
絵
』
の
序
文
の
中
に
、
漢
字
と
片
仮
名
交
じ
り
の
「
花
ヤ
蝶
ヤ
」

が
あ
る
（
93
）
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
『
枕
草
子
』
に
先
行
す
る
唯

一
（
94
）
の
例
で
あ
る
、
こ
れ
も
併
せ
て
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
、

現
存
三
種
の
伝
本
の
該
当
す
る
箇
所
を
示
し
て
み
よ
う
。

Ⅰ
東
寺
観
智
院
旧
蔵
本

男
女
奈
と
仁
寄
ツ
、
花
ヤ
蝶
ヤ
ト
イ
ヘ
レ
ハト

罪イ

ノ
根
ノ
こ
葉
ノ
林
ニ
露
ノ
御

心
モ
ト
、
マ
ラ
シ
ナ
ニ
ヲ
（
95
）

Ⅱ
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
蔵
本

寄
男
女
云
花
蝶
罪
根
辞
林
露
心
不
留
（
96
）

Ⅲ
東
大
寺
切　

関
戸
家
蔵
本

（
該
当
す
る
本
文
な
し
（
97
））

右
の
よ
う
に
、
Ⅲ
は
該
当
す
る
本
文
は
残
さ
れ
ず
、
Ⅱ
の
表
記
は
漢
文
で
、
Ⅰ
に

は
漢
字
の
間
に
片
仮
名
混
じ
り
の
表
現
。
ど
の
系
統
が
為
憲
の
原
文
に
近
い
か
に
つ

い
て
は
、
定
説
を
見
て
い
な
い
（
98
）。

作
者
の
源
為
憲
は
、
か
つ
て
元
録
元
（
九
七
〇
）
年
藤
原
為
光
の
子
の
た
め
に
、

漢
文
で
『
口
遊
』
を
編
纂
し
、
ま
た
寛
弘
四
（
一
〇
〇
七
）
年
、
藤
原
道
長
の
子
の
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た
め
に
、
漢
文
で
『
世
俗
諺
文
』
を
作
っ
た
。
右
『
三
宝
絵
』
は
、『
口
遊
』
と
『
世

俗
諺
文
』
の
間
の
、永
観
二
（
九
八
四
）
年
、女
性
で
あ
る
尊
子
内
親
王
の
た
め
に
作
っ

た
書
物
で
あ
る
。

し
か
も
、『
三
宝
絵
』
に
は
、『
枕
草
子
』
よ
り
先
に
唯
一
「
花
ヤ
蝶
ヤ
」
の
表
現

が
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
点
は
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
花
や
蝶
や
」
は
、『
三

宝
絵
』
の
受
容
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
『
三
宝
絵
』
も
『
枕
草
子
』
も
、
前
掲
し

た
漢
語
と
し
て
の
詩
語
「
花
蝶
」
か
ら
受
容
さ
れ
た
表
現
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
相
田
満
氏
が
、

先
蹤
と
な
る
中
国
作
品
の
存
在
は
考
え
ら
れ
な
い
か
、
あ
る
い
は
詩
文
秀
句
・

漢
故
事
・
格
言
の
引
用
典
拠
は
何
か
等
の
問
題
で
あ
る
（
99
）。

と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、や
は
り
『
三
宝
絵
』
と
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
花
ヤ
蝶
ヤ
」、

「
花
や
蝶
や
」
の
表
現
は
、
漢
語
と
し
て
の
詩
語
「
花
蝶
」
か
ら
の
影
響
と
考
え
、

特
に
『
白
氏
文
集
』
感
傷
詩
句
「
萎
花
蝶
飛
去
」
を
受
け
取
っ
た
表
現
と
考
え
て
み

た
い
（
100
）。

た
だ
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、『
三
宝
絵
』
は
展
開
し
な
い
が
、『
枕
草
子
』

の
「
花
や
蝶
や
」
と
白
詩
を
中
心
に
論
じ
る
。

で
は
、
こ
の
秀
句
を
含
む
『
白
氏
文
集
』
第
一
一
巻
感
傷
詩
「
歩
東
坡
」
を
取
り

上
げ
て
お
こ
う
。

歩
二
東
坡
一 

東と
う
ば坡
を
歩あ
る
く

朝
上
二
東
坡
一
歩 

朝あ
し
た
に
東と
う
ば坡
に
上の
ぼ
り
て
歩ほ

し

夕
上
二
東
坡
一
歩 

夕ゆ
ふ
べ
に
東と
う
ば坡
に
上の
ぼ
に
て
歩ほ

す
。

東
坡
何
所
レ
愛 

東と
う
ば坡　

何な
ん
の
愛あ
い
す
る
所と
こ
ろ
ぞ
、

愛
二
此
新
成
樹
一 

此こ

の
新し
ん
せ
い成
の
樹き

を
愛あ
い
す
。

種
植
當
二
歳
初
一 

種し
ゆ
し
よ
く
植 　

歳さ
い
初し
よ
に
當あ

た
り
、

滋
榮
及
二
春
暮
一 

滋じ

榮え
い　

春し
ゆ
ん
ぼ暮
に
及お
よ
ぶ
。

信
レ
意
取
次
栽 

意い

に
信ま
か
せ
て
取し
ゆ
じ次
に
栽う

ゑ
、

無
レ
行
亦
無
數 

行か
う
無な

く
亦ま

た
數す
う
無な

し
。

綠
陰
斜
景
轉 

綠
り
よ
く
い
ん
陰　

斜し
や
け
い
て
ん

景
轉
じ
、

芳
氣
微
風
度 

芳は
う
き氣　

微び
ふ
う
わ
た

風
度
る
。

新
葉
鳥
下
來 

新し
ん
え
ふ葉　

鳥と
り　

下く
だ
き
だ來
り
、

萎
花
蝶
飛
去 

萎ゐ

花く
わ　

蝶て
ふ　

飛と

び
去さ

る

閑
携
二
斑
竹
杖
一 

閑し
づ
か
に
斑は
ん
竹ち
く
の
杖つ
ゑ
を
携た
づ
さ
へ
、

徐
曳
二
黄
麻
屨
一 

徐お
も
む
ろ
に
黄く
わ
麻う
ま
の
屨く
つ
を
曳ひ

く

欲
レ
識
二
往
來
頻
一 

往わ
う
ら
い來
の
頻し
き
り
な
る
を
識し

ら
ん
と
欲ほ
つ
せ
ば
、

青
苔
成
二
白
路
一 

青せ
い
無ぶ　

白は
く
路ろ

と
成
る
（
101
）。

元
和
十
三
（
八
一
八
）
年
、詩
人
が
「
江
州
司
馬
」
か
ら
「
忠
州
」
に
移
転
さ
れ
、

「
忠
州
刺
史
」
を
勤
め
た
二
年
目
、元
和
十
五
（
八
二
〇
）
年
、四
九
歳
の
白
楽
天
が
、

右
の
感
傷
詩
「
歩
東
坡
」
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
感
傷
詩
と
は
、「
事
物
の
外
に
牽
き
、

情
理
の
内
に
動
き
、
感
遇
に
随
い
て
嘆
詠
に
形
わ
る
者
一
百
首
あ
り
、
之
れ
を
感
傷

詩
と
謂
う
（
102
）」
で
あ
る
。

忠
州
の
城
の
東
に
大
き
な
山
坡
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
詩
人
が
多
種
の
花
が
咲
く

木
を
植
え
て
い
た
。
朝
も
夕
も
、
花
の
木
の
様
子
を
見
に
散
歩
し
て
い
た
白
楽
天
が
、

あ
る
日
感
興
を
覚
え
て
、右
の
詩
を
詠
ん
だ
。
注
意
し
た
い
の
は
、ゴ
シ
ッ
ク
部
「
新

葉
鳥
下
来　

萎
花
蝶
飛
去
」
で
あ
る
。「
鳥
」
と
「
蝶
」
で
擬
人
法
を
用
い
、
新
し

い
葉
が
出
る
際
に
は
、
鳥
が
飛
ん
で
く
る
。
萎
れ
る
花
に
対
し
て
、
蝶
が
飛
び
去
る

と
い
う
人
間
に
お
い
て
新
し
い
も
の
を
好
み
、
古
い
も
の
を
厭
う
人
情
を
表
す
。
こ

れ
は
詩
人
が
左
遷
さ
れ
た
生
活
経
験
に
よ
っ
て
、
深
く
内
心
に
響
く
、
嘆
詠
し
た
人

間
関
係
の
弱
点
を
表
し
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
詩
人
の
泰
然
自
若
と
し
た
態
度
は
、
ま
さ
し
く
下
定
雅
弘
氏
が
指
摘
し
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た
よ
う
に
、「
白
居
易
は
、
感
傷
詩
に
お
い
て
は
、
煩
悩
を
滅
却
し
よ
う
と
し
て
仏

教
を
希
求
し
て
い
る
（
103
）。」
と
い
え
よ
う
。

前
掲
し
た
源
為
憲
『
三
宝
絵
』
序
文
に
よ
る
「
男
女
奈
と
仁
寄
ツ
、
花
ヤ
蝶
ヤ
ト

イ
ヘ
レ
ハト

罪イ

ノ
根
ノ
」（
東
寺
観
智
院
旧
蔵
本
）、
あ
る
い
は
「
寄
男
女
云
花
蝶
罪
根
」

（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
蔵
本
）
に
お
い
て
「
花
ヤ
蝶
ヤ
」、「
花
蝶
」
の
典
拠
も
ま
た
、

同
じ
白
楽
天
の
感
傷
の
詩
句
「
萎
花
蝶
飛
去
」
の
「
花
蝶
」
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
萎

花
蝶
飛
去
」
と
い
う
新
し
い
も
の
を
好
み
、
古
い
も
の
を
厭
う
男
女
関
係
の
場
合
の

移
り
気
は
、
罪
の
根
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

皇
后
定
子
は
、『
三
宝
絵
』
序
文
に
よ
る
か
、『
白
氏
文
集
』
第
一
一
巻
感
傷
詩
に

よ
る
か
、
そ
れ
と
も
両
方
を
踏
ま
え
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
花
や
蝶
や
」
の

典
拠
と
し
て
、『
白
氏
文
集
』
の
「
萎
花
蝶
飛
去
」
を
考
え
る
こ
と
は
無
理
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

皇
后
定
子
が
、「
萎
花
蝶
飛
去
」
を
取
り
込
ん
だ
手
法
に
つ
い
て
、
次
の
節
に
述

べ
た
い
。

二
．
四　
「
萎
花
蝶
飛
去
」
の
寓
意

定
子
が
白
詩
に
習
熟
し
て
お
り
、
そ
れ
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
例
え
ば
、『
枕

草
子
』「
第
二
八
〇
段
」「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
」

で
、定
子
が
次
の
よ
う
に
、『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
を
引
用
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。

雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
ゐ
り
て
、
炭
櫃
に
火
お
こ

し
て
、
物
語
な
ど
し
て
あ
つ
ま
り
さ
ぶ
ら
ふ
に
、「
少
納
言
よ
。
香
炉
峰
の
雪

い
か
な
ら
む
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
御
格
子
上
げ
さ
せ
て
、
御
簾
を
高
く
上
げ

た
れ
ば
、
笑
は
せ
た
ま
ふ
（
104
）。

定
子
が
「
少
納
言
よ
、
香
炉
峰
の
雪
は
ど
ん
な
で
あ
ろ
う
」
と
清
少
納
言
に
尋
ね

る
や
い
な
や
、清
少
納
言
が
、す
ば
や
く
御
簾
を
高
く
巻
き
あ
げ
た
や
り
と
り
は
、『
白

氏
文
集
』巻
十
六「
香
炉
峰
下　

新
卜
山
居
草
堂
初
成　

偶
題
東
壁　

重
題
」の
う
ち
、

対
句
の
下
句
の
「
香
炉
峰
」
を
ふ
ま
え
た
応
報
で
あ
る
。

遺
愛
寺
泉
欹
枕
聴　
　

香
炉
峰
雪
撥
簾
看
（
105
）

同
様
に
、
本
章
段
で
は
、
定
子
が
『
白
氏
文
集
』
巻
十
一
「
歩
東
坡
」
の
ち
、「
萎

花
蝶
飛
去
」
の
「
花
蝶
」
を
援
用
し
た
と
考
え
る
。

新
葉
鳥
下
来　

萎
花
蝶
飛
去
（
本
文
は
前
掲
同
）

い
ず
れ
も
対
句
の
下
句
の
詩
句
を
部
分
的
に
引
用
し
た
こ
と
も
、
手
法
的
に
一
致

し
て
い
る
。

平
安
時
代
で
は
、
詩
語
、
詩
句
を
部
分
的
に
摂
取
す
る
手
法
に
つ
い
て
、
金
子
彦
二

郎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、「
黄
泉
」
を
「
き
な
る
い
づ
み
」、「
風
流
」
を
「
か
ぜ

の
な
が
れ
」
と
言
っ
た
類
の
一
種
の
訓
読
的
用
例
も
多
く
見
え
る
。
例
え
ば
、
貫
之
の

歌
に
白
詩
「
都
無
秋
雪
詩
」
の
詩
語
「
秋
雪
」
を
摂
取
し
た
「
衣
手
は
寒
か
ら
ね
ど
も

月
か
げ
を
た
ま
ら
ぬ
秋
の
雪
か
と
ぞ
見
る
」
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
（
106
）。

こ
の
方
法
で
、
白
楽
天
の
詩
句
を
翻
案
し
て
和
歌
に
読
む
場
面
も
、『
枕
草
子
』

に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
第
一
〇
二
段
」「
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
、
風
い
た
う

吹
き
て
」
の
中
で
、藤
原
公
任
か
ら
来
た
手
紙
の
中
に
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
「
南

秦
雪
」
の
対
句
の
下
句
を
翻
案
し
た
和
歌
に
対
し
て
、
清
少
納
言
は
、
対
句
の
上
句

を
摂
取
し
て
返
事
を
し
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
対
句
と
翻
案
の
和
歌
は
次
の
よ
う

に
な
る
。

白
氏
文
集
：
二
月
山
寒
少
有
春

藤
原
公
任
：
す
こ
し
春
あ
る
心
地
こ
そ
す
れ

白
氏
文
集
：
三
時
雲
冷
多
飛
雪
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清
少
納
言
：
空
寒
み
花
に
ま
が
へ
て
散
る
雪
に
（
107
）

公
任
は
漢
詩
句
「
少
有
春
」
を
「
す
こ
し
春
あ
る
」
と
詠
み
、
清
少
納
言
は
、「
多

飛
雪
」
を
「
散
る
雪
に
」
と
詠
ん
だ
。
清
少
納
言
の
返
答
に
つ
い
て
、
藤
原
公
任
の

評
判
が
見
え
な
い
が
、
前
掲
し
た
定
子
と
の
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
を
応
答
す
る
場

面
と
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
清
少
納
言
が
深
く
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
を
知
っ
て
い

る
こ
と
は
十
分
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
章
段
に
お
い
て
定
子
の
歌
の
「
花
や
蝶
や
」
が
、『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
「
萎

花
蝶
飛
去
」
を
踏
ま
え
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
然
、
清
少
納
言
が
知
っ
て
い
る

は
ず
と
理
解
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
清
少
納
言
は
「
い
と
め
で
た
し
」
と
の
賛
美
で

段
を
結
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
皇
后
定
子
の
「
花
や
蝶
や
」
に
お
い
て
「
萎
花

蝶
飛
去
」
の
寓
意
を
知
っ
た
上
で
の
こ
と
と
す
る
と
、
段
落
の
余
韻
は
俄
然
深
い
も

の
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
定
子
は
自
ら
の
状
況
を
萎
れ
る
花
に
例
え
、
周
り
の

若
い
女
房
達
が
蝶
の
よ
う
に
急
ぎ
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
比
喩
を
定
子
が
詠
ん
だ
こ
と
か

ら
は
、
悲
劇
的
な
現
実
に
対
す
る
無
力
感
の
心
情
を
表
す
慨
嘆
さ
え
も
伝
わ
る
の
で

あ
る
。

定
子
の
不
幸
な
境
遇
は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
と
し
て
、
古
記
録
に
残
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
本
章
段
の
長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
五
月
五
日
に
関
わ
る
前
後
を
一

覧
し
て
み
よ
う
。

長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年

二
月
十
日 

女
御
彰
子
蒙
下
可
立
后
之
宣
旨
上
。仍
出
二
御
内
裏
一
。（『
日

本
紀
略
』）

二
月
二
十
五
日 

以
二
女
御
従
三
位
藤
原
朝
臣
彰
子
一
為
二
皇
后
一
。
中號
之宮（『
日

本
紀
略
』）

 

以
二
元
中
宮
職（
定
子
）一
為
二
皇
后
宮
職
一
。（『
日
本
紀
略
』）

三
月
二
十
七
日 

皇定

子后
宮
出
二
御
散
位
平
生
昌
朝
臣
宅
一
。（『
日
本
紀
略
』）

五
月
四
日 

主（
一
條
天
皇
）上渡
御
中（
藤
原
彰
子
）

宮
御
方
、（『
権
記
』）

八
月
八
日 

皇定

子后
宮
自
二
生
昌
朝
臣
宅
一
入
二
御
内
裏
一
。（『
日
本
紀
略
』）

八
月
二
十
七
日 

皇
后
宮
還
二
御
本
宮
一
。（『
日
本
紀
略
』）

十
月
十
一
日 

天
皇
自
二
一
条
院
一
還
二
御
新
造
内
裏
一
。（『
日
本
紀
略
』）

十
二
月
十
五
日 

皇
后
定
子
於
二
（
中
略
）
平
生
昌
宅
一
。
有
二
御
産
事
一
。（『
日

本
紀
略
』）

十
二
月
十
六
日 

皇
后
崩
給
。
年
廿
五
。
在

位
十
一
年
。
（『
日
本
紀
略
（
108
）』）

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
二
月
二
十
五
日
か
ら
藤
原
彰
子
が
新
た
な
中
宮
と
な
り
、

元
の
中
宮
定
子
は
皇
后
に
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
翌
月
二
十
七
日
に
定
子
が
宮
を
出
て
、

本
章
段
の
三
條
の
宮
の
平
昌
宅
に
遷
御
す
る
。
五
月
五
日
の
前
夜
、
一
条
天
皇
は
新

た
な
中
宮
の
と
こ
ろ
に
出
向
く
こ
と
は
分
か
る
。
翌
日
の
端
午
節
の
お
祝
い
の
状
況

は
、
中
宮
彰
子
と
皇
后
定
子
と
で
対
照
的
で
あ
っ
た
と
『
栄
花
物
語
』
に
記
さ
れ
る
。

〔
中
宮
彰
子
〕
は
か
な
く
五
月
五
日
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
人
々
菖
蒲
、
楝
な
ど
の

唐
衣
、
表
着
な
ど
も
、
を
か
し
う
折
知
り
た
る
や
う
に
見
ゆ
る
に
、
菖
蒲
の
三

重
の
御
几
帳
ど
も
薄
物
に
て
立
て
わ
た
さ
れ
た
る
に
、
上
を
見
れ
ば
御
簾
の
縁

も
い
と
青
や
か
な
る
に
、
軒
の
あ
や
め
も
隙
な
く
葺
か
れ
て
、
心
こ
と
に
め
で

た
う
を
か
し
き
に
、
御
薬
玉
、
菖
蒲
の
御
輿
な
ど
持
て
ま
ゐ
り
た
る
も
め
づ
ら

し
う
て
、
若
き
人
々
見
興
ず
（
109
）。（「
か
ゞ
や
く
藤
壼
」）

右
の
中
宮
彰
子
の
方
面
で
は
、
傍
線
を
付
い
た
よ
う
に
、
若
き
人
々
の
興
奮
し
て

い
る
場
面
が
見
え
る
。
一
方
、
皇
后
定
子
の
方
面
で
は
、「
涙
」
を
こ
ぼ
す
ば
か
り

の
状
況
で
あ
る
。

〔
皇
后
定
子
〕
皇
后
宮
に
は
、
あ
さ
ま
し
き
ま
で
も
の
の
み
お
ぼ
え
た
ま
ひ
け
れ

ば
、
御
お
と
と
の
四
の
御
方
を
ぞ
、
今
宮
の
御
後
見
よ
く
仕
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
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べ
き
や
う
に
、
う
ち
泣
き
て
ぞ
の
た
ま
は
せ
け
る
。
御
匣
殿
も
、「
ゆ
ゆ
し
き
こ

と
を
」
と
聞
え
て
、
う
ち
泣
き
つ
つ
ぞ
過
ぐ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。
月
日
も
は
か

な
く
過
ぎ
も
て
い
き
て
、
内
に
は
い
と
ど
皇
后
宮
の
御
有
様
を
ゆ
か
し
く
思
ひ

き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
つ
つ
、
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ぬ
御
消
息
つ
ね
に
あ
り
。
宮
た

ち
の
う
つ
く
し
う
お
は
し
ま
す
さ
ま
か
ぎ
り
な
し
（
110
）。（「
か
ゞ
や
く
藤
壼
」）

右
に
述
べ
た
「
御
匣
殿
」
と
い
う
人
は
、
ま
さ
し
く
清
少
納
言
が
本
章
段
で
、

（
御み
く
し
げ匣
殿ど
の

な
ど
薬
玉
し
て
、姫
宮
、若
宮
に
つ
け
）
と
し
て
書
か
れ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
定
子
の
妹
、
藤
原
道
隆
の
四
女
で
あ
り
、
第
一
皇
子
敦
康
親
王
（
二
歳
）、

脩
子
内
親
王
（
五
歳
）
に
薬
玉
を
付
け
た
人
で
あ
る
。
ま
た
、
清
少
納
言
は
応
答
の

中
で
、
定
子
の
涙
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
定
子
は
白
楽
天
の

「
萎
花
蝶
飛
去
」
の
寓
意
を
込
め
て
、
自
ら
の
愁
思
を
歌
に
託
し
て
吐
露
す
る
。
そ

れ
に
対
し
、清
少
納
言
は
感
心
し
て
無
言
で「
い
と
め
で
た
し
」と
記
し
た
の
で
あ
る
。

皇
后
定
子
の
悲
劇
的
な
状
況
に
つ
い
て
、圷
美
奈
子
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

定
子
の
短
い
生
涯
の
そ
の
晩
年
は
実
に
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
、

后
と
し
て
受
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
か
ら
、
一
条
が
そ
の
定
子
を
守
る
術
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
（
111
）。

ま
さ
し
く
圷
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
前
に
掲
げ
た
古
記
録
の
如
く
、
懐
妊
中

の
皇
后
定
子
は
八
月
八
日
、
平
生
昌
の
宅
か
ら
内
裏
に
遷
御
し
、
し
か
も
月
末
に
ま

た
平
生
昌
の
宅
に
戻
る
。
こ
の
時
期
、
定
子
は
妊
娠
六
ヶ
月
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
生
活
も
あ
り
、
三
番
目
皇
女
を
出
産
し
、
ま
も
な
く
崩
御
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
わ
ず
か
二
十
五
歳（『
日
本
紀
略
』）、あ
る
い
は
二
十
四
歳（『
権

記
』）
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
る
に
つ
け
本
章
段
に
お
い
て
定
子
の
歌
は
、
絶
唱
と
も

言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、『
枕
草
子
』「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
章
段
に
お
け
る
漢
語
の
表

現
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
特
に
「
青
ざ
し
」
と
「
花
や
蝶
や
」
に
注
目
し
て
検

証
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
言
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、「
青
ざ
し
」
に
つ
い
て
は
、従
来
の
研
究
の
「
青
麦
」
で
作
ら
れ
た
「
菓
子
」

と
い
う
解
釈
は
、
必
ず
し
も
本
章
段
の
五
月
の
季
節
に
合
う
も
の
と
は
言
え
ず
、
ま

た
青
麦
と
い
う
材
料
か
ら
作
ら
れ
た
菓
子
と
い
う
説
は
近
世
頃
か
ら
に
す
ぎ
な
い
こ

と
か
ら
、
そ
れ
を
再
検
証
し
た
結
果
、
五
月
五
日
端
午
節
の
風
物
と
し
て
の
菖
蒲
や

薬
玉
の
よ
う
な
薬
草
の
漢
語
で
あ
る
「
青
刺
」
の
「
薊
」
と
考
証
し
た
。

次
に
、「
花
や
蝶
や
」
を
改
め
て
白
楽
天
の
詩
句
を
受
容
し
た
と
解
説
し
た
。「
花

や
蝶
や
」
と
い
う
表
現
は
、「
花
ヤ
蝶
ヤ
」、「
花
蝶
」
と
し
て
『
三
宝
絵
』「
序
文
」

に
も
見
え
、こ
れ
ら
の
「
花
や
蝶
や
」
の
典
拠
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
一
「
歩
東
坡
」

の
詩
句
「
萎
花
蝶
飛
去
」
か
ら
の
「
花
蝶
」
で
あ
る
と
考
察
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
本
章
段
を
考
え
る
と
、『
枕
草
子
』
の
新
た
な
読
み
が

可
能
に
な
っ
て
く
る
。
特
に
本
章
段
に
よ
っ
て
、長
保
二（
一
〇
〇
〇
）年
五
月
五
日
、

懐
妊
さ
れ
て
い
る
皇
后
定
子
は
、
白
楽
天
の
感
傷
詩
の
「
萎
花
蝶
飛
去
（
112
）」
を
踏

ま
え
た
歌
を
読
ま
れ
、
清
少
納
言
は
当
時
の
定
子
の
心
情
を
把
握
し
て
「
い
と
め
で

た
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
も
、
ま
た
『
枕
草
子
』
の
一
面
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

注（
1
） 

本
稿
『
枕
草
子
』
の
引
用
文
は
、
三
巻
本
『
枕
草
子
』、
松
尾
聰
・
永
井
和
子

校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
よ
り
、能
因
本
『
枕
草
子
』『
日

本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
よ
り
、
前
田
家
本
『
枕
草
子
』
田
中
重
太

郎
校
注
（
古
典
文
庫
）
に
よ
り
、堺
本
『
堺
本
枕
草
子
評
釈
』
速
水
博
司
校
注
（
有

朋
社
）
に
よ
る
。
ま
た
渡
辺
実
校
注
『
枕
草
子
』『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩

波
書
店
）、
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
』（
古
典
文
庫
）
及
び
津
島
知
明
・
中

島
和
歌
子
『
新
編
枕
草
子
』（
お
う
ふ
う
）
を
参
照
し
た
。
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（
2
） 

田
中
重
太
郎
解
説
「
枕
・
ほ
そ
と
の
に
ひ
ん
な
き
人
な
ん　

三
條
の
宮
に
（
三

ウ
）」勘
物「
長
保
元
年
八
月
九
日
自
式
御
曹
司
移
生
昌
三
条
宅
、二
年
五
月
」『
枕

草
子　

徒
然
草
』『
陽
明
叢
書　

国
書
篇　

第
十
輯
』
思
文
閣
、
一
九
七
五
年
、

二
四
八
頁
。

（
3
） 
①
「
年
廿
五
」『
日
本
紀
略
』『
国
史
大
系　

第
十
一
巻
日
本
紀
略
・
百
錬
抄
』

一
九
六
頁
。
②
「
年
廿
四
」『
権
記
』『
史
料
編
纂
集　

権
記
第
二
』
六
八
頁
。

（
4
） 

本
章
段
に
関
す
る
考
察
は
、
昭
和
か
ら
平
成
ま
で
、
主
な
論
は
発
表
年
次
に
よ
っ

て
、
次
の
よ
う
に
示
す
。
①
下
玉
利
百
合
子
「
青
ざ
し
の
歌　

至
高
な
る
人
間

芸
術
―
―
定
子
皇
后
と
清
少
納
言
―
―
」『
枕
草
子
幻
想　

定
子
皇
后
』
思
文
閣
、

一
九
七
七
年
。
②
藤
本
宗
利
「
籬
越
し
の
歌
語
り
―
―
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま

す
こ
ろ
の
段
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
常
葉
国
文
』
一
九
九
五
年
。
③
田
畑
千
恵

子
「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
（
第
二
二
五
段
）」『
枕
草
子
大
事
典
』
勉

誠
社
、
二
〇
〇
一
年
。
④
圷
美
奈
子
「
五
月
五
日
の
定
子
後
宮
―
―
ま
だ
見
ぬ

御
子
へ
の
予
祝
―
―
」『
物
語
研
究
』
二
〇
〇
三
年
。
⑤
山
田
利
博
「『
枕
草
子
』

「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
段
に
つ
い
て
の
一
私
解
」『
宮
崎
大
学
教
育

文
化
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）』
二
〇
〇
三
年
。
⑥
井
上
新
子
「『
枕
草
子
』「
三

条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
の
段
考
―
―
定
子
後
宮
に
お
け
る
文
学
的
機
知

と
い
う
視
点
か
ら
の
試
解
―
―
」『
枕
草
子
の
新
研
究
』
新
典
社
、二
〇
〇
六
年
。

⑦
中
島
和
歌
子
「『
枕
草
子
』
の
五
月
五
日
―
―
「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す

こ
ろ
」
の
段
が
語
る
本
書
の
到
達
点
―
―
」『
枕
草
子　

創
造
と
新
生
』
翰
林

書
房
、
二
〇
一
一
年
。

（
5
） 

山
田
利
博
「『
枕
草
子
』「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
段
に
つ
い
て
の
一

私
解
」『
宮
崎
大
学
教
育
文
化
学
部
紀
要
』
二
〇
〇
三
年
、
第
九
号
、
三
二
頁
。

（
6
） 

加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』『
日
本
文
学
古
注
釈
大
成
』
日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
、
六
四
一
頁
。

（
7
） 

北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
扛
園
抄
』『
日
本
文
学
古
注
釈
大
成
』
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
、
五
八
九
頁
。

（
8
） 

近
年
、
本
章
段
に
関
す
る
論
考
で
は
、「
青
ざ
し
」
と
い
う
物
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
「
青
麦
で
作
っ
た
菓
子
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
井
上
新

子
「
そ
う
し
た
営
み
の
か
た
わ
ら
で
、
清
少
納
言
が
持
っ
て
来
て
あ
っ
た
「
青

ざ
し
と
い
ふ
物
」（
青
麦
で
作
っ
た
菓
子
）
を
「
こ
れ
、
籬
越
し
に
さ
ぶ
ら
ふ
」

と
い
う
発
言
と
と
も
に
皇
后
定
子
へ
献
上
し
、
こ
れ
に
定
子
は
「
皆
人
の
」
歌

を
も
っ
て
応
え
た
。」「『
枕
草
子
』「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
の
段
考

―
定
子
後
宮
に
お
け
る
文
学
的
機
知
と
い
う
視
点
か
ら
の
試
解
」『
枕
草
子
の

新
研
究
』
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
三
五
頁
。
②
赤
間
恵
都
子
「
清
少
納
言

の
趣
向
は
、「
青
ざ
し
（
麦
で
作
っ
た
菓
子
）」
に
『
古
今
六
帖
』
の
歌
「
ま
せ

越
し
に
麦
は
む
駒
の
は
つ
は
つ
に
及
ば
ぬ
恋
い
も
我
は
す
る
か
な
」
を
か
け
た

も
の
で
あ
る
。」「
長
保
二
年
の
章
段
に
つ
い
て
」『
枕
草
子
日
記
的
章
段
の
研
究
』

三
省
堂
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
二
頁
。

（
9
） 

田
畑
千
惠
子
「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」「
主
要
章
段
解
説
」『
枕
草
子

大
事
典
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
四
七
〇
頁
。

（
10
） 

藤
本
宗
利
「「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
の
歌
語
り
」『
枕
草
子
研
究
』

風
間
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
二
六
三
頁
。

（
11
） 

山
田
利
博
「『
枕
草
子
』「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
段
に
つ
い
て
」『
源

氏
物
語
解
析
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
四
〇
六
頁
。

（
12
） 

例
え
ば
、
①
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』（
新
潮
社
）「
五
日
の
節
供
に
消
費
す
る

菖
蒲
草
の
量
は
莫
大
で
あ
る
」
一
二
一
頁
。
②
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩

波
書
店
）「
節
句
直
前
だ
か
ら
、
当
然
「
菖
蒲
」
で
あ
る
。「
お
ほ
く
」
と
あ
っ

た
の
と
照
応
す
る
」二
五
五
頁
。
③『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）「
節

句
に
用
い
る
菖
蒲
」
三
四
八
頁
。
④
『
新
編
枕
草
子
』（
お
う
ふ
う
）「
端
午
の

菖
蒲
」
二
二
九
頁
。

（
13
） 『
本
朝
月
令
』
清
水
潔
編
『
新
校
本
朝
月
令
』
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
、

二
〇
〇
二
年
、
三
三
頁
。

（
14
） 『
小
右
記
』『
増
補　

史
料
大
成　

別
巻
二
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
七
年
、

三
四
三
頁
。

（
15
） 

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
『
日
本
書
紀
』（
下
）
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
三
年
、
一
九
九
頁
。

（
16
） 

真
柳
誠
「
中
国
本
草
と
日
本
の
受
容
」『
日
本
版　

中
国
本
草
図
録
』
巻
九
、
中

央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
、
二
一
八
〜
二
二
九
頁
。

（
17
） 

唐
慎
微
撰
・
艾
晟
校
定
『
経
史
証
類
大
観
本
草
』
三
一
巻
、
広
川
書
店
、

一
九
七
〇
年
、
二
四
六
頁
。

（
18
） 『
舊
唐
書
』
中
華
書
局
版
「
卷
四
十
七　

志
第
二
十
七
」「
經
籍
下
」
二
〇
四
八
頁
。

（
19
） 『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
版
）「
卷
五
十
九　

志
第
四
十
九
」
藝
文
三
「
醫
術
類
」

一
五
七
〇
頁
。

（
20
） 

前
掲
（
19
）
同
。

（
21
） 

前
掲
（
19
）
同
。
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（
22
） 

矢
島
玄
亮
『
日
本
国
見
在
書
目
録
―
―
集
証
と
研
究
―
―
』
汲
古
書
院
、

一
九
八
四
年
、
一
九
四
頁
。

（
23
） 
皇
典
講
究
所
全
国
神
職
会
『
延
喜
式
』
大
岡
山
書
店
、一
九
三
一
年
、六
六
四
頁
。

（
24
） 
皇
典
講
究
所
全
国
神
職
会
『
延
喜
式
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
年
、

一
一
四
四
頁
。

（
25
） 

尚
志
鈞
輯
校
『
唐
・
新
修
本
草
』
中
国
安
徽
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、

二
三
七
頁
。

（
26
） ﹇
宋
﹈
鄭
樵
『
通
志
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。

（
27
） 

正
宗
敦
夫
校
訂
『
倭
名
類
聚
抄
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
七
年
）
巻

十
七
・
二
十
二
（
裏
）
に
拠
る
。

（
28
） 

陳
彭
年
等
撰
『
廣
韻
』（
一
〇
〇
八
）
下
「
國
學
基
本
叢
書
簡
編
」（
商
務
印
書
館
）

に
参
照
。

 

薊　

草
名　
〔
中
略
〕　

俗
作
葪

（
29
） 

正
宗
敦
夫
校
訂
『
類
聚
名
義
抄
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
九
五
二
頁
。

（
30
） 

皇
典
講
究
所
全
国
神
職
会
『
延
喜
式
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
年
、

一
〇
六
二
頁
。

（
31
） 

皇
典
講
究
所
全
国
神
職
会
『
延
喜
式
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
年
、

一
二
一
六
〜
一
二
一
七
頁
。

（
32
） 

皇
典
講
究
所
全
国
神
職
会
『
延
喜
式
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
年
、

一
二
一
八
頁
。

（
33
） 

皇
典
講
究
所
全
国
神
職
会
『
延
喜
式
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
年
、

一
二
二
八
頁
。

（
34
） 

参
考
図
絵
は
『
本
草
綱
目
』
鼎
文
書
局
、
一
九
七
三
年
に
よ
る
。

（
35
） 

原
文
は
、『
医
心
方
』『
巻
第
廿
一
札
記
』（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）

よ
り
、
書
き
下
し
文
は
、
富
士
川
游
『
日
本
医
学
史
（
全
）』（
真
理
社
、

一
九
五
二
年
）
に
よ
る
。
七
二
頁
。

（
36
） 

乙
葉
弘
『
浄
瑠
璃
集
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
二
四
一
頁
。

（
37
） 

加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』
誠
進
社
、
一
九
七
八
年
、
六
四
〇
頁
。

（
38
） 

北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
誠
進
社
、
一
九
七
八
年
、
五
九
〇
頁
。

（
39
） 

池
田
亀
鑑
・
岸
上
慎
二
『
枕
草
子
』
岩
波
書
店
、
二
六
三
頁
。

（
40
） 

渡
辺
実
『
枕
草
子
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
二
六
三
頁
。

（
41
） 

田
畑
千
恵
子
「
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
（
第
二
二
五
段
）「
主
要
章
段

解
説
」『
枕
草
子
大
事
典
』
勉
誠
出
版
、
四
七
一
〜
四
七
二
頁
。

（
42
） 

山
田
英
雄
・
工
藤
力
男
・
大
谷
雅
夫
・
山
崎
福
之
校
注
『
万
葉
集
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
、
四
六
五
〜
四
六
六
頁
。

（
43
） 

前
掲
（
42
）
同
。
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
44
） 

引
用
文
は
、
李
賀
「
悩
公
」
本
文
は
、『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

第
十
二
冊
、
巻
三
百
九
十
一
、四
四
一
〇
頁
に
よ
り
、
李
商
隠
「
即
日
」
本
文
は
、

『
全
唐
詩
』（
上
同
）
第
十
六
冊
、
巻
六
一
九
〇
頁
に
拠
る
。

（
45
） 『
李
嶠
雑
詠
百
二
十
首
』
に
は
、
こ
の
詩
が
見
え
ず
、『
全
唐
詩
』（
前
掲
44
同
）

第
三
冊
、
巻
五
八
に
、
題
「
春
日
侍
宴
幸
芙
蓉
園
応
制
」
に
は
見
ら
れ
る
。

六
九
二
頁
。

（
46
） 

類
書
の
引
用
文
は
、『
唐
代
四
大
類
書
』（
清
華
大
学
版
）『
初
学
記
』
影
印
本

に
よ
る
。
一
八
七
八
頁
。『
芸
文
類
聚
』
影
印
本
に
よ
る
。
一
〇
九
九
頁
。

（
47
） 

小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注
『
古
今
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、

一
四
三
頁
。

（
48
） 

小
町
谷
照
彦
校
注
『
拾
遺
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
五
頁
。

（
49
） 『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
二
四
八
頁
。

（
50
） 

右
（
49
）
同
。

（
51
） 

引
用
文
は
、
小
沢
正
夫
『
古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
一
九
七
九
年
）
に
拠
り
、

ま
た
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
』（
笠
間
書
院
、二
〇
〇
五
年
）
を
参
考
に
し
た
。

「
と
い
ふ
」
考
証
に
つ
い
て
、
次
の
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
上
（
右

文
書
院
、
一
九
八
一
年
）
に
拠
る
。

 

「
と
い
ふ
」
の
つ
づ
ま
っ
た
と
解
す
る
も
の

　

○ 

花
ハ
チ
ッ
テ
シ
マ
ヘ
バ
後
ニ
ハ
芥
ニ
ナ
ツ
テ
シ
マ
ウ
テ　

ナ
ン
デ
モ
ナ
イ
物
ヂ

ヤ
ニ
ソ
レ
ヲ
エ
ガ
テ
ン
セ
ズ
シ
テ
ア
ハ
ウ
ナ　

サ
テ
モ
マ
ア
花
ニ
マ
ヨ
ウ
事
カ

ナ
（
遠
鏡
）

　

○ 

花
に
夢
中
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
て
ふ
」
は
、
本
阿
弥
切
に
は
「
と
い
ふ
」

と
あ
る
。（
大
系
）
九
九
七
頁
。

（
52
） 

小
島
憲
之
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粹
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、

八
六
頁
。
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（
53
） 

右
（
52
）
同
、
九
一
頁
。

（
54
） 

前
掲
（
52
）
同
、
九
三
頁
。

（
55
） 
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
中
）、
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
、

一
三
七
一
頁
。

（
56
） 
右
（
55
）
同
、
一
六
三
六
頁
。

（
57
） 

前
掲
（
55
）
同
、
一
六
六
六
頁
。

（
58
） 

前
掲
（
52
）
同
、
二
八
五
頁
。

（
59
） 

前
掲
（
52
）
同
、
三
〇
三
頁
。

（
60
） 

前
掲
（
52
）
同
、
三
一
三
頁
。

（
61
） 

小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
下
）
Ⅰ
、
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
、

二
二
一
〇
頁
。

（
62
） 

小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
下
）
Ⅱ
、
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
、

二
七
八
七
頁
。

（
63
） 

小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
下
Ⅰ
、
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
、

三
〇
六
四
頁
。

（
64
） 

小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
下
Ⅰ
、
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
、

三
二
一
〇
頁
。

（
65
） 

小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
下
Ⅲ
、
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、

三
九
七
〇
頁
。

（
66
） 

渡
邊
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
『
三
教
指
歸　

性
靈
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、

二
五
五
頁
。

（
67
） 

右
（
66
）
同
、
四
六
五
頁
。

（
68
） 

今
浜
通
隆
『
本
朝
麗
藻
全
注
釈
』
三
、
新
典
社
、
二
〇
一
〇
年
、
七
頁
。

（
69
） 

右
（
68
）
同
、
九
六
頁
。

（
70
） 

本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』（
一
）、
一
二
一
頁
。

（
71
） 

右
（
70
）
同
、
四
九
〇
頁
。

（
72
） 

本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』（
二
）、
一
七
頁
。

（
73
） 

右
（
72
）
同
、
二
七
頁
。

（
74
） 

川
口
久
雄
『
菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
一
〇
七
頁
。

（
75
） 

右
（
74
）
同
、
五
五
一
頁
。

（
76
） 

中
村
璋
八
・
大
塚
雅
司
『
都
氏
文
集
全
釈
』
吸
古
書
院
、
一
九
八
八
年
、

一
七
九
頁
。

（
77
） 

小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注
』
巻
之
下
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
、
二
八
〜

二
九
頁
。

（
78
） 

右
（
77
）
同
、
二
一
七
頁
。

（
79
） 

前
掲
（
77
）
同
、
三
八
八
頁
。

（
80
） 

大
曽
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
『
本
朝
文
粋
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、

一
二
九
頁
。

（
81
） 

右
（
80
）
同
、
二
六
三
頁
。

（
82
） 

前
掲
（
80
）
同
、
三
〇
四
頁
。

（
83
） 

川
口
久
雄
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
六
二
頁
。
こ

の
詩
句
の
出
典
は
、
前
掲
（
80
）
で
あ
る
。

（
84
） 『
御
堂
関
白
記
』「
寛
弘
三
（
一
〇
〇
六
）
年
三
月
四
日
、
中
略　

権
中
納
言
輔忠

献
題
、
渡
水
落
花
舞
、
奏
聞
後
、
聞
人
付
韻
字
、
軽
字
〔
後
略
〕（
大
日
本
古

記
録
『
御
堂
関
白
記
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
、
一
七
七
頁
）。

（
85
） 『
莊
子
』「
斉
物
論
」
に
お
け
る
「
蝶
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

引
用
文
は
、
市
川
安
司
・
遠
藤
哲
夫
『
荘
子
』「
新
釈
漢
文
大
系
」（
明
治
書
院
、

一
九
六
六
年
）
に
よ
る
。

昔
者
、
莊
周
夢
為
蝴
蝶
。
栩
栩
然
蝴
蝶
也
。
自
喩
適
志
與
。
不
知
周
也
。

俄
而
覺
、
則
蘧
蘧
然
周
也
。
不
知
周
之
夢
為
蝴
蝶
與
、
蝴
蝶
之
夢
為
周
與
。

周
與
蝴
蝶
、
則
必
有
分
矣
。
此
之
謂
物
化
。

先
ご
ろ
荘
周
は
蝶
に
な
っ
た
夢
を
見
た
。
そ
れ
は
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ぶ
蝶
で
、

い
か
に
も
の
び
の
び
と
し
て
い
た
が
、
自
分
で
は
荘
周
で
あ
る
こ
と
に
気

が
つ
か
な
い
。
ふ
と
目
が
覚
め
る
と
、
何
と
自
分
は
壮
周
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
い
っ
た
い
荘
周
が
蝶
に
な
っ
た
夢
を
見
た
の
だ
ろ
う
か
、
蝶
が
荘

周
に
な
っ
た
夢
を
見
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
荘
周
と
蝶
と
は
、
区
別

が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
物
化
（
物
の
変
化
）
と
い
う
。

一
八
五
〜
一
八
六
頁
。

（
86
） 『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）「
第
三
三
巻
」
四
五
三
頁
。

（
87
） 

右
（
86
）
同
、「
第
四
十
巻
」
五
〇
五
頁
。

（
88
） 
前
掲
（
86
）
同
、「
第
六
三
巻
」
七
四
三
頁
。

（
89
） 
前
掲
（
86
）
同
、「
第
四
三
四
巻
」
四
八
〇
四
頁
。

（
90
） 

前
掲
（
86
）
同
、「
第
七
八
二
巻
」
八
八
三
五
頁
。

（
91
） 

前
掲
（
86
）
同
、「
第
七
九
五
巻
」
八
九
五
〇
頁
。

（
92
） 

前
掲
（
86
）
同
、「
第
八
一
二
巻
」
九
一
四
四
頁
。

（
93
） 

津
島
知
明
・
中
島
和
歌
子
『
新
編
枕
草
子
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
。
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『
三
宝
絵
』
序
に
見
え
る
。「
花
」「
蝶
」
は
姫
宮
・
若
宮
（
盤
）、
美
麗
な
も

の
（
田
中
）。
字
音
語
「
蝶
」
和
歌
は
稀
。
新
奇
な
麦
菓
子
と
対
応
。
二
三
五
頁
。

（
94
） 
平
安
時
代
で
は
、『
枕
草
子
』
以
後
、
二
箇
所
「
花
や
蝶
や
」
が
見
え
る
。
一

つ
は
『
源
氏
物
語
』「
夕
霧
」
で
あ
る
。（
本
文
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

（
小
学
館
）
に
よ
る
）〔
前
略
〕「
悲
し
き
こ
と
も
限
り
あ
る
を
、
な
ど
か
、
か
く
、

あ
ま
り
見
知
り
た
ま
は
ず
は
あ
る
べ
き
、
言
ふ
か
ひ
な
く
若
々
し
き
や
う
に
、

と
恨
め
し
う
、
異
事
の
筋
に
、
花
や
蝶
や
と
か
け
ば
こ
そ
あ
ら
め
、
わ
が
心
に

あ
は
れ
と
思
ひ
、
も
の
嘆
か
し
き
方
ざ
ま
の
こ
と
を
い
か
に
と
問
ふ
人
は
、
睦

ま
し
う
あ
は
れ
に
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
」〔
後
略
〕
四
四
五
頁
。
も
う
一
つ
は
、『
堤

中
納
言
物
語
』「
蟲
め
づ
る
姫
君
」
で
あ
る
。（
本
文
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
）〔
前
略
〕「
う
ら
や
ま
し
花
や
蝶
や
と
い
ふ
め
れ
ど
か

は
む
し
く
さ
き
世
を
も
見
る
か
な
」〔
後
略
〕
三
七
八
頁
。

（
95
） 

吉
田
幸
一
・
宮
田
祐
行
校
『
三
宝
絵
』
東
寺
観
智
院
本
、
古
典
文
庫
、

一
九
六
五
年
、
一
五
頁
。

（
96
） 『
三
宝
絵
』
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
八
頁
。

（
97
） 

小
泉
弘
・
高
橋
伸
幸
『
諸
本
對
照　

三
寶
繪
集
成
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
年
、

五
頁
。

（
98
） 

山
田
孝
雄
「
三
寶
繪
詞
の
研
究
」『
三
寶
繪
絵
略
注
』
寶
文
館
、
一
九
七
一
年
、

四
二
一
〜
四
二
二
頁
。

（
99
） 

相
田
満
「『
枕
草
子
』
漢
故
事
考
―
―
『
蒙
求
』
故
事
と
の
か
か
わ
り
を
通
し

て
―
―
」『
東
洋
文
化
』
無
窮
会
、
一
九
九
五
年
、
一
八
一
頁
。

（
100
） 

諸
本
『
三
宝
絵
』
の
注
釈
で
は
、「
花
ヤ
蝶
ヤ
」
に
関
す
る
解
説
は
、
漢
語
に

関
わ
る
説
は
見
え
な
い
。
主
な
解
釈
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。「
花
ヤ
蝶
ヤ
」
と

漢
語
「
花
蝶
」
に
繋
が
る
説
は
見
え
な
い
。

（
①
）
山
田
孝
雄
著
『
三
寶
繪
略
注
』（
宝
文
館
）

男を
と
こ
を
ん
な
女
な
ど
に
寄よ
せ
つ
ゝ
花は
な
や
蝶て
ふ
や
と
い
へ
れ
ば
、
罪つ
み
の
根ね
こ
と事
葉ば

の
林
は
や
しに
露つ
ゆ

の
御み
こ
こ
ろ心
も
と留ゞ
ま
ら
じ
。（
九
頁
）

（
②
）
馬
淵
和
夫
・
小
泉
弘
校
注
『
三
宝
絵
』（
岩
波
書
店
）

男を
と
こ
を
む
な
女
ナ
ド
ニ
寄よ
せ
ツ
、
花
ヤ
蝶て
ふ
ヤ
ト
イ
ヘ
レ
バ
、
罪つ
み
ノ
根ね

、
事こ
と

葉の
は
ノ
林
は
や
しニ

露つ
ゆ
ノ
御み
こ
こ
ろ心
モ
ト
ド
マ
ラ
ジ
。（
六
頁
）

（
③
）
江
口
孝
夫
校
注
『
三
宝
絵
詞
』（
現
代
思
潮
社
）

男
女
な
ど
に
寄
せ
つ
つ
花
や
蝶
や
と
云
へ
れ
ば
、
罪
の
根
、
言
葉
の
林
に

つ
ゆ
の
御
心
も
と
ど
ま
ら
じ
。（
三
八
頁
）

（
④
）
出
雲
路
修
校
注
『
三
宝
絵　

平
安
時
代
仏
教
説
話
集
』（
平
凡
社
）

男
女
な
ど
に
寄
せ
つ
つ
花
や
蝶
や
と
い
へ
れ
ば
、
罪
の
根
・
事
葉
の
林
に

露
の
御
心
も
ど
ど
ま
ら
じ
。（
五
頁
）

（
101
） 

本
文
は
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
唐
詩
』
第
九
輯
『
白
氏
長
慶
集
』（
汲
古
書
院
）
に

よ
り
、書
き
下
し
文
は
、『
新
釈
漢
文
大
系
』
第
一
一
七
巻
『
白
氏
文
集
』（
二
下
）

（
明
治
書
院
）
に
参
考
し
た
。

（
102
） 

下
定
雅
弘
『
白
氏
文
集
を
読
む
』
勉
誠
社
、
一
九
九
六
年
、
一
六
五
頁
。

（
103
） 

下
定
雅
弘
「
白
居
易
の
感
傷
詩
」『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
』
第
二
四
集
、

一
九
八
九
年
、
六
〇
頁
。

（
104
） 

前
掲
（
1
）
の
三
巻
本
に
拠
る
。
四
三
三
頁
。

（
105
） 

前
掲
（
101
）
同
。

（
106
） 

金
子
彦
二
郎
『
増
補　

平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
』
培
風
館
、
一
九
五
五
年
、

八
三
頁
。

（
107
） 

前
掲
（
1
）
の
三
巻
本
に
拠
る
。
二
〇
九
〜
二
一
〇
頁
。

（
108
） 『
日
本
紀
略
』
本
文
は
、「
国
史
大
系　

第
十
一
巻　

日
本
紀
略
後
篇
・
百
錬
抄
」

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
に
よ
り
、『
権
記
』
本
文
は
、「
史
料
纂
集　

権
記
第
一
」（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
八
年
）
に
拠
る
。
た
だ
し
、
旧

字
体
の
表
記
は
新
字
体
に
変
え
た
。

（
109
） 『
栄
花
物
語
』
新
編
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
三
一
六

頁
。

（
110
） 

右
（
109
）
同
、
三
一
七
頁
。

（
111
） 

圷
美
奈
子
『
王
朝
文
学
論　

―
―
古
典
作
品
の
新
し
い
解
釈
―
―
』（
新
典
社
、

二
〇
一
一
年
）
三
八
九
〜
三
九
〇
頁
。

（
112
） 『
新
編
国
歌
大
観
』
に
は
、「
萎
花
蝶
飛
去
」
を
翻
案
し
た
歌
は
、
次
の
三
首
が

見
え
る
。

 

（
Ａ
）
三
条
西
実
隆
『
雪
玉
集
』〔
三
〇
六
五
〕

よ
の
中
を
思
ふ
も
か
な
し
花
と
い
へ
ど
う
つ
れ
ば
蝶
も
す
ま
ず
な
り
行
く

（
六
五
二
頁
）

 
（
Ｂ
）
橘
千
陰
『
う
け
ら
が
花
』「
巻
一
」「
春
」〔
二
三
四
〕

と
ぶ
蝶
の
は
風
に
と
が
は
お
は
じ
と
や
う
つ
ろ
ふ
花
を
返
り
見
も
せ
ぬ

（
四
九
八
頁
）

 

（
Ｃ
）
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』「
春
」〔
一
一
二
〕

こ
の
さ
と
は
花
散
り
た
り
と
飛
ぶ
て
ふ
の
い
そ
ぐ
か
た
に
も
風
や
吹
く
ら
む

（
六
二
六
頁
）
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【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
二
年
六
月
二
六
日　

日
本
文
学
協
会　

第
三
〇
回
研
究
発
表

大
会　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学　

緑
園
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
平
成
二
四
年
一
月

一
四
日
、
ア
メ
リ
カ
東
南
部
ア
ジ
ア
研
究
学
会
、T

he Southeast Conference 
of the A

ssociation for A
sian Studies (SE

C/A
A

S) 

に
於
い
て
、
口
頭
発
表
に

基
づ
い
て
書
い
た
小
稿
で
あ
る
。
当
時
、
三
田
村
雅
子
先
生
、
津
島
知
明
先
生
、

Ronald G
reen

先
生
な
ど
の
多
く
の
先
生
方
か
ら
、
ご
教
示
を
賜
り
、
御
厚
意
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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The Expression of  Chinese in The Pillow Book
The Section of  “When the Empress Was Staying in the Third Ward”

ZHANG Peihua

The Graduate University for Advanced Studies, 

School of  Cultural and Social Studies, 

Department of  Japanese Literature

Fujiwara Shōshi (988–1074) became the new empress (chūgū) of  the Emperor Ichijō (980–1011) on February 

25, 1000, and Fujiwara Teishi (977–1001), who had previously been chūgū, was designated kōgō (also translated 

as empress, but the title indicated a diminution of  imperial favor in this instance). Teishi then moved into the 

Third Ward, where, after giving birth to the third princess, she passed away on December 16, only twenty-fi ve 

years old (Nihon kiryaku).

The section of  “When the Empress Was Staying in the Third Ward” is a narration about the festival of  the 

Fifth Day of  the year 1000, when the fi rst Princess Shōshi was fi ve years old and the second Prince Atsuyasu 

was two years old. On this day there were some festive things such as herbal balls which were presents from the 

Palace. Notably, there was something called an aozashi. Sei Shōnagon picked it up, placed an elegant cover on it, 

and presented it to Empress (kōgō) Teishi. Teishi, who was three months pregnant, perceived what Shōnagon 

meant to convey, received the aozashi and quickly composed a splendid poem in response, using the phrase “hana 

ya chō ya”:  “Even on this festive day, when all are seeking butterfl ies and fl owers, you and you alone can see 

what feelings hide within my heart.”

This clearly dated passage is regarded as quite important, and it has been discussed by many scholars. 

However, some problems of  interpretation remain unresolved. Firstly, what is the meaning of  the word aozashi? 

Secondly, from the Nara period to the Heian period, there were only a few waka which used the word butterfl y, so 

what feelings were hidden by Empress Teishi between the “fl owers and butterfl ies”? This essay suggests that the 

answers to these questions can be discovered in the infl uence of  ancient Chinese expressions.  

Key words: Ancient Chinese Festival of  the Fifth Day, Aozashi, Hana ya chō ya, Collected Works of  Bai Juyi, 

Sentimental poetry




